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刊行の辞

金沢大学資料館では，本学関連の学術資料を社会に公開すべく，前年度から『金沢大学資料

館資料目録」の刊行を企画し，すでに第１集『第四高等学校物理機器図録」（2004年１月)及び

第２集『石川県専門学校洋書目録』（2004年８月）を世に問いました。本図録はこれに引続き，第

３集として刊行するものです。

標題は『石川県専門学校物理機器図録』と致しましたが，収録された機器の大部分は，石川

県専門学校(1881年設立)の前身校であった石川県中学師範学校(1876年設立)の所蔵品です。し

かもそれは，1878年(明治11）２月，文部省が全国の公立師範学校に一括して交付した機器で

ありました。この事実は，本館客員研究員板垣英治先生の調査・研究により，初めて指摘され

たことです。

この図録によって，今から120年以上前の科学教育の実態と，教育行政の一端が明らかにな

りました。当時は西南戦争(1877年)に代表される不平士族の反乱が頻発し，大久保利通暗殺事

件や近衛兵の反乱(1878年)も勃発するなど，世上騒然たる情勢にありました。しかしそのなか

で，基礎的教育に力を注ぐ文部省や，それを受けて学校経営に腐心する石川県当局の姿には，

襟を正す思いが致します。そしてこれらの機関から幾多の俊英が輩出したことを思うとき，教

育は国家百年の計との至言を想い起すのは私だけでしょうか。

本図録に掲げた機器は，そのほとんどが石川県自然史資料整備室に収蔵されています。載録

をこころよくお認め頂いた関係各位，また貴重な資料を提供してくださった竹村松男先生，編

者板垣先生，館員諸氏をはじめ，お世話になった方々に深甚の謝意を捧げます。

2005年1月

金沢大学資料館長笠井純
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はじめに

廃藩置県後の教育改革として，明治９年２月に石川県は従来からの公立教育機関を整理統合

して金沢区仙石町に公立中学師範学校を設立した。校名を「啓明学校」として，「将来管下ノ文

物一層開明ノ途ヲ開カンカ為メニ」県の直轄校とした(1,2)。翌年には校名を「石川県中学師範

学校」と改めた。本校は中学校教師の養成を目的としたものであったが，全国には東京を除い

て他にこのような学校はなかった。ところが，同校では学科が多岐となったために専門学科

の究明が困難であるとの批判が生じ，さらに書籍・器械の充実の必要`性から，高等専門学校へ

の昇格運動が起きた｡これに答えた形として,石川県は明治13年４月に同校の教則改制を行い，

翌１４年７月に校名を改めて「石川県専門学校」を開校した(3)。同校は法文理の三学科からな

り，予科三年,本科三年の六年制であり，本県での本格的な専門教育の始まりであった。また，

全国的には当時の公立高等教育機関の中では同校は異色の存在でもあった(4)。

これまでに両校について詳しく記されたものは僅かであり，その教育の実体は明らかではな

かった。この度，「旧石川県専門学校敷地並資産引継書類及目録」（第四高等中学校，明治２１

年８月）（以下「引継目録」と記す)が得られ，専門学校の実体に迫ることができるようになっ

た(5)。この「引継目録」には和洋書籍リスト，理科教育のための実験機器・器具リスト，同薬

品リスト，博物学（生物学，鉱物学）標本リストおよび一般什器リスト全7559点が記載され

ている。

本洋書リストをもとに本学附属図書館，石川県立図書館，石川県立金沢泉丘高等学校図書

館の書籍調査を行い，同専門学校の洋書で総数４１８種，575点が現存することが確認され，「石

川県専門学校洋書目録」を作成・刊行した(6)。これらの多くは旧第四高等学校書籍であり，専

門学校で購入・所蔵されていた書籍には「石川県専門学校」の蔵書印が捺印されていた。

次いで，「弓|継目録」の化学教育関係書籍および実験機器・器具，薬品等の資料を基に，同校

での「化学教育」の実体を明らかにした(7)。

本稿は，同資料の物理学教育関係資料を基にして，同校での物理学教育の実体に迫るもので

ある。本学の城内キャンパスから角間キャンパスへの移転の際に旧第四高等学校関係の物理

学機器が整理され，７９４点が集められた。この値は，現存する旧第三高等学校物理機器５１４点

を大きく凌ぐものであり，全国で最大級のものである(8)。その内，９２点は本学資料館に，残

りの機器は石川県自然史資料整備室に収蔵された。これらの機器の中には，石川県専門学校で

購入・使用された物理学機器も数多く含まれていることが，さきの本学資料館収蔵の機器の調

査において明らかにされた(9)。本専門学校で使用された物理機器を特定するためには,各機器

に付けられた登録番号からだけでは半U断できないために「引継目録」の物理学機器リストと岩

井武雄「物理機器図入目録，第四高等学校物理室」（10）に記載の機器図とを照合して，登録番

号からの購入年代の推定を行い，専門学校で備品となっていた機器１１６点に解説を付して本物

理機器図録とした。しかし，「引継目録」に記載のすべての機器を明らかにすることはできなか

った。

一方，文部省は明治１１年２月１３日に三府三十五県に対して，「省達番外」を以って公立師範
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学校補助のために物理器械の交付を行っていた(11)。文部省交付「物理器械目録」と「引継目

録」とを比較照合することにより，新たな重要な事実が明らかとなった。それは本図録に掲載

した116点の物理機器の中には，この交付によって石川県中学師範学校が保有した機器が多く

含まれていることである。また，明治１１年の「明治十一年御巡幸之件石川県報告第三十号」に

は１０月４曰午前に明治天皇が石川県中学師範学校を訪れた際，第一教場において，外人教師

W・ホイットニー指導のもとで，生徒による実験を天覧に供したが，この時の実験にはこの交付

された機器が使用されていた(12)。

今回，調査した物理学機器と両校の所蔵物理学書を基に１２８年前の石川県中学師範学校の

物理学教育と123年前の石川県専門学校での専門的な物理学教育の探究を試みた。このような

調査は，本学では多くの書籍と機器が貴重な資料として保存されてきたから可能であったので

あり，他に例を見ないものである。本調査のようにわが国の明治初期の近代科学の草創期の

理科教育の実態を明らかにすることは，科学史，科学教育史の上で非常に意義の大きいもので

ある。

本調査にあたり石川県自然史資料整備室石丸治平氏にご協力いただいたことに深謝します。

平成１７年1月

編集執筆筆板垣

力在田

田嶋

英治

則子

万希子

協
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石川県中学師範学校の理学教育

廃藩置県後，当県の教育は不安定であり，英仏学校，変則学校，変則専門学校，変則中

学校などの中等教育機関があったが，いずれも教育設備・施設の不足から「正則中学校」

とはならず，明治５年８月に新政府より発布された「学制」の第三十章の「変則中学」に

該当するものであった。明治８年１０月に県当局は中学教員養成を目的とした中学師範学校

の設立の準備を始めた。これまでの学校をすべて廃止して，翌９年２月に４年制の中学教

員養成機関を金沢区仙石町に設置して，校名を「啓明学校」と定め，校長は県学務専任野

村彦四郎，副校長に百束誠助，教長に英人ランベルトを充てた。教諭８名，助教諭５名で

あり，入学生徒は１６８名であった（13)。同校は石川県での最初の正則中学師範学校である。

翌１０年７月に校名は「石川県中学師範学校」（以下「中学師範学校」と記す）となり，県

税と授業料で維持運営するものとなった（14)。同１１年８月にはランベルトに代わり，新

たに２３才の米人ホイトニー（WillisNortonWhitney，1855-1918）＊を雇用して教長とし

た（写真１）（15,16)。また彼は理化学の授業をも担当して実験に重点が置かれたが，滞在

期間は１１ヶ月に過ぎなかった。同１２年９月には理化学専門の教師１名が着任した（18)。

中学師範学校は明治８年に東京師範学校に中学師範学科が設置されたのに倣ったものであ
り，その他に例を見ないものであった。

*ウイットニーあるいはウヰトニーと記したものもある。

写真１.ウイリス・ノルトン・ホイトニー

（1896年３月，東京滞在，４１才の時の写真）（17）

ホイトニーは医学を東大およびペンシルバニア大で学

び，明治１５年１１月（1882）に来曰して，東京・赤坂

病院で医師（普通科，眼科）とし勤務し，明治４４年

（1911）に英国に帰る。１９１８年１０月２６曰没す。

啓明学校の理系教科の教科表は表１である。

表1．啓明学校教科表(19）理系５教科のみを示す。

下等（最初の２年間）

第４級（１年前期）第３級（１年後期）第２級（２年前期）第１級（２年後期）
代数学

幾何学

物理学

化学

博物学

生理学

記号の解加減乗除括法分数術

線面の種類平行線論円論より

大意＊ 大意

一元一次方程式多元一次方程式

諸比例より性質論まで平面の関係論

動性，動静重力単記６種

大意大意ボ

植物学植物学

血行及呼吸論消食機論

動物学

大意

動物学

大意

３



上等（上級の２年間）

第４級（３年前期）第３級（３年後期）第２級（４年前期）第１級（４年後期）

蒻管術，級数法弾積，対数

平三角法，八線変換八線変換

磁気，電気天体，気中現象

有機体化学有機体化学

二次方程式

諸面積～求積法

光学

無機体化学

地質学

神経論

累乗法，開法

立体ノ面積，体積

気学，音学，温学

無機体化学

金石学

運動論

代数学

幾何学

物理学

化学

博物学

生理学 生殖機論五管機論

*大意は概論である。

また，明治１１年５月に中学生徒仮教則を作り，三年制の中学校を併設した。

中学師範学校で所蔵していた物理学関係の洋書は表２に見られるように８冊に過ぎず，そ

の内５冊は前身校からの本であった(6)。［表２．１５頁参照］

同年２月１３曰に文部省は「省達番外」で全国（3府３５県）の公立師範学校補助のために

物理機器を交付した（11)。［表３．１６頁参照］

｢文部省達番外」

｢其府県公立師範学校補助之為物理器械壱組別紙目録之通交付候事」

「物理機器目録」 （以下表３に記載する）

その内容は物理論（物性学）１１点，稻水論（水学）１０点，気論（気学）２２点，熱論（熱

学）１４点，電気論（電気学）１９点，磁気論(磁気学)１５点，音論（音学）１０点，視論（光

学）９点，（合計１１０点）及び「前文要略」（説明書）８点であった。この機器目録と後記の

「弓|継目録」の「物理機器」リストと比較したものが表３である。記載にあたっては，そ

れぞれの目録の品名の記載順に従った。本表では両者の間に共通性が見られ，特に電気論

と磁気論ではよく一致している。この結果は，中学師範学校にも，この「物理器械」１１０点

が交付されていたことを明らかに示している。本表にはカタカナで記載された機器名を確

認するために米国Ritchie社のSchoolApparatus（1869）のリストも記載した（20)。

ホイトニーが物理学・化学の授業を担当していたが，これまでの中学師範学校の学風は

文学に偏りがちであり，理化学は「付属科」のようであった。しかし，その後に授業にも

実験を取り入れるようになり矯正された。そのことは明治１１年１０月４曰（金曜曰）午前

に北陸巡幸中の明治天皇が中学師範学校を視察した際に，第一教場においてホイトニーの

指導のもとに上等三級（3年後期）の生徒２名が「理学電気作用」および「通信並磁石ノ発

生等」の実験を天覧に供したことが示している。いずれの実験も交付された物理機器を用

いて行われたものであった。前者は「デコンポーシングセル」（Ⅶ電気及磁気学－２６水分析

器）での水の電気分解，後者は「電信器雛形」（Ⅶ電気及磁気学－２４伝信機模形,伝信機鍵，

４



伝信機銅線）でのモールス電信の実験であり，いずれも「バンセンスバッテリー」（Ⅶ電気

及磁気学－２９ブンゼン氏電池）を電源として用いたと見られる*・

図，はこの時の中学師範学校の建物の図面を写したものであり，部屋の大きさは「旧石

川県専門学校敷地並資産引継書類及目録」（第四高等中学校，明治２１年８月)に記載の値で

ある（２１，５)。第二教場においては武部直松教諭の指導で「英書フヲセツト氏経済学**」か

らの翻訳を，第三教場においては井口済教諭の指導で「漢籍唐宗八大家文章性情論」の講

義が行われた。

これらの資料からも，この学校では設備および図書は十分なものではなく，また外国人

に依存した教育であり，高度な物理学教育ではなかったことが分かる。恐らく他の科目で

も同様なものであり，その結果「校内外からの批判や書籍機器の充実の必要』性」が求めら

れ，高等専門学校への昇格運動へとなった（22)。

しかし，中学師範学校で特筆されることは数学教師関口開が教鞭を取っていたことであ

る。その門弟には北条時敬（石川県専門学校教諭，第四高等学校長，広島高等師範学校長，

東北帝国大学総長，学習院長等を歴任）や中橋徳五郎（文部，商工，内務大臣を歴任）ら

がいた（23)。

＊文献１６には盗難警報機の実験も記されている。これは「電信器雛形」（Ⅶ電気及磁気学

－２５伝信機鐘）を用いた実験と見られる。

掌*Ｍ,GFawcett,"PoliticalEconomyぅfbrBeginners,"（1875)。

文部省交付物理機器

従来，明治１１年に文部省より公立師範学校に交付された物理機器１１０点については，「ア

メリカの会社より購入された理化学器械が各府県に配布された」と記すものがあるが，詳

しい調査はされていなかった（24)。中川による調査によれば，配布された機器目録の存在

が知られていたが，機器の存在は明らかではなかった（20)。そのために具体的な機器の同

定はされず，Ritchie社のSchoolApparatusのセットによる推測の域でしかなかった。今

回の調査により表３のように「交付物理機器目録」の内容と一致した機器が，ほぼ記載順

のとおり「引継目録」に記載されていることが確認された。その結果，第四高等学校物理

機器の中には該当する機器が含まれていることが初めて明らかとなった。［表３附・２０頁参

照］

表４に「引継目録」に記載の機器と「第四高学校物理機器図入目録」の対応した機器名

と登録番号および現在の保管場所について，さらに交付物理機器について記した。また本

図録には現存する「文部省交付物理機器｣６３点*の写真と参考図１３点を掲載した。これらの

機器でRitchieの刻印の確認されたものは2点に過ぎず,他のものでは製造業者の刻印は認め

られていない。このことは中川が指摘していたように，交付された機器は輸入した機器を

もとに国産していたものであったということを示している（25)。［表４．２１頁参照］
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金沢大学資料館蔵の文部省交付物理機器と明治１５年に島津製作所が発行したわが国で最

初の「理化器械目録表」の機器図と比較すると，同名のものが多く認められるが，機器の

構造の詳細では食い違いが見られ,同所で製作された機器とは言い難い(26)。恐らく当時，

東京には長田銀蔵ら数人の理化学器械製造業者が機器の製造をしていたことから，これら

の機器は東京で製造されたものと推定される（25)。

＊この63点には、現存機器57点と、同名の現存機器（参考機器）６点が含まれる。
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石川県専門学校

石川県専門学校（以下「専門学校」と記す）の設立について「文部省第九年報付録石川

県年報」（明治１４年分）によれば（27)，

「本校ハ旧金澤藩治ノ時二當１Ｊ明倫堂及致遠担注等ノ諸学校アリ此学校ヲ合一シタル

モノ即チ之ヲ本校ノ起源トス爾来数次ノ沿革ヲ経テ明治九年校名ヲ啓明卜称シ大二旧

観ヲ改メ和漢洋ノ三学科ヲ教授ス安二始テ本校ノ基礎確定セリ（中略）畏二於テ又更二

当初ノ目的ヲ改メ英才優秀ノ士ヲ養成スル純然夕ル法理文ノ専門学校卜ナサントスル

モ其学科ダル頗ル高尚ニ捗り得失モ亦大ナルヲ以テ先ツ其教則ヲ実施シ成績如何ニ因

り決スル所アラントス是実二明治十三年四月ナリ同十四年七月中学師範学校ヲ現今ノ

校名二改メ学科ヲ改正ス」

とあり，このような理念の基に中学師範学校を改めて発足した学校である。校舎は図１の
ものを引き継いだ。

修業期限を６学年として，初めの３年は予備科修業，後の３年は各専門科修業として，専

門科は法理文の三学科であった。教育は「学生ノ所志二任セ各一学科ヲ教授シ，併セテ広

ク百家ノ著書二就キ其蒋奥ヲ探求セシメ，或ハ学術ヲ講談スルコ債レシム」として，学生

の意向を重んじていた。なお，予備科は明治１７年度（1884）に廃止されて，新たに初等中

学科が設置され，８月に規則が改正されて施行された（28)。

専門学校は「引継目録」によれば，石川県金沢区仙石町三十七番地に千坪（3300㎡）の

敷地（現在の金沢市中央公園の仙石町通りに面する一部）に全校建物十棟（坪数五百三十

三坪二歩五厘，約１７６３㎡）の建物があった。このうちに三十四坪（112㎡）の化学実験室，

十二坪（４０㎡）の博物室，九坪（３０㎡）の物理実験室，百四十一坪（466ｎｉ）の教室（全

教室を合計したものと見られる）等があった（図１）(5)。「引継目録」には「地所建物図」

と記載されているが，得られたものには図面は付いていない。この建物は第四高等中学校

に引き継がれ，明治２３年に新しい建物が建築されるまで使用されていた。この新しい建物

の「理科教室」は登録文化財として現在，愛知県犬山市の「博物館明治村」に保存されて
いる。

専門学校は専門教育を目指したものであり，当時の公立学校としては全国的にも異色の

存在であった（４，２９)。明治１４年９月に発足した専門学校は僅か７年間で，明治２０年９

月の第四高等中学校の発足により，翌２１年３月（1888）に閉校することとなった（30)。

物理学教諭

教員はおよそ１４名（明治１４年）であり，その構成は教諭２名，助教諭７名，助手２名，
他学校よりの教諭２名，助教諭１名であり，その学歴は法学士１名，理学士１名であった

（31)。明治２０年に第四高等中学校に移管された時に記された資料（32）および「職員履
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歴，第一輯」（33）によれば，校長武部直松（金沢巽中学校卒，東京府下共｣慣義塾卒，三等

教諭)，教諭本間六郎（文学士，東京大学文学部卒，二等教諭，外国語，地理，歴史担当)，

今井省三（理学士，東京大学理学部化学科卒，二等教諭，外国語，化学担当)，北条時敬（理

学士，東京大学理学部数学科卒，二等教諭，外国語，数学担当）のほかに外人英語教師１

名と，博物学，倫理・漢文，数学，国語・漢文・歴史，外国語・物理・化学，地理，兵式

体操等を教授する助教諭および助手が１６名であり，事務官を含めた総数は２３名で，井口，

関を除くと，その平均年齢は２３．７才と非常に若いものであった（表5)。漢文教諭は藩政期

に加賀藩壮猷館で学んだ者，そして兵式体操の教員助手大石篤治は明治１０年の西南戦争で

九州に出兵した者であった。また，中学師範学校および石川県師範学校の卒業の者３名，

専門学校卒業の者５名がいた。今井，本間，大石を除く総てが石川県の出身者で占められ

ていた。教諭として数学に関口開（三等教諭)，漢文に井口済（三等教諭）が，中学師範学

校から移っていたが，いずれも明治１７年に没している（34,35)。［表５．２６頁，表５附，

２７頁参照］

専門学校の物理学を担当した教官についての資料は僅かである。明治１４年に専門学校が

開校した時には，物理学を担当する理学士はいなかった。恐らく旧中学師範学校から移っ

た助教諭または助教諭補（試補）が担当していたと推察される。この人物も明治１６年には

病没して欠員になっていた（36)。助手としては上原直松（石川県専門学校理学科，明治１８

年卒）が勤めていた。明治２０年９月に第四高等中学校が発足して，専門学校の教官２１名

がこの学校に移っているが，その中には物理学の教諭は含まれていなかった（32)。第四高

等中学校には物理学の飯盛挺造が東京大学から教頭として着任した（33)。

専門学校の生徒数は，明治１４年１月には予備科と本科を合わせて７７名であり，この年

の在籍生徒数は１３２名であった（22)。明治１５年度には予備科生徒は各級合わせて９２名と

なり，本科生徒は各級合わせて法学科２６名，理学科４名，文学科１２名，合計４２名，総計

137名であった（37)。その後，生徒数は増加して，明治１８年には総数２３０名となり，卒業

者総計は本科１２名，初等中学科３名であった（38)。

物理学教育

専門学校の全体に関する校則と物理学教育に関係した校則より，物理学教育について記

す。資料として明治１７年８月３０日に制定された校則の一部をあげる（39)。

第一章総則

（１）石川県専門学校校則

第一条本校石川県庁ノ所轄ニシテ初等中学科ヲ履修シ又ハ初等中学科ヲ卒リ若ク

ハ之二相当スル学カヲ有スル者ノ法理文科ノーヲ専攻スル所ナリ

入学資格は「第二章入学制限，第二条」によれば
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｢身体健康年齢十二年以上ノ男子ヲ初等中学科二，法学理学文学ノ三科デハ十六年

以上ノ男子ニシテ本校所定ノ附属初等中学科以上ノ学力ノアルモノ」

が入学を許可された。また，本科理学科への入学試験では，理科（生理学初歩，植物学初

歩，普通物理学問答，講義)，数学（代数学，幾何学)，図画（着色法，正写画初歩）が

課せられたが，化学の試験は含まれていなかった。

次に「第五章教授ノ要旨」（シラバス）が記されているが，ここには「物理学」のみを

挙げる。

第一条附属初等中学校各学科教授ノ要旨

第十一款物理

本科ハ両間万物ノ現象ヲ講明スルモノニシテ諸科ノ学術卜緊密ノ関係ヲ有シ百工技芸

ヲ進歩スルニ与力リテ頗ル有益ナル故二其授業ヲ懇切ニシテ器械上ノ試験図画ノ説明

ニヨリテ事理二明瞭ナラシムヘシ

とあり，予備科の第三級（２年生後期）の「物理学初歩」（週４時間）及び第一級（３年後

期）の「物理学初歩」（週６時間）の学習要旨である。これに続き本科理学科の物理学講義

では，

理学科各学科教授ノ要旨

第二款物理

本科ハ両間万有ヲ講究スル学術ノー大部ニシテ諸科ノ学術卜密着ノ関係ヲ有シ百般ノ

エ芸技術此学科ノ恵二由ル少ナカラス其用極メテ広大ナレハ教授ノ際二於テハソノ説

明ヲ綴密ニシ其理義ヲ明瞭ナラシムルニ厚ク意ヲ注ク可シ而シテ教授ノ次序二於テハ

先ツ始二学科ノ釈義ヨリ運動ノ法則天然力及活カノ諸'性並二其循環ノ理二説キ及ホシ

次テ諸種ノ活力ノ効用ヲ教授シ進ンテ物力動及水学等ヨリ序二順上磁学電学等ヲ講究

セシムルヲ要ス

と記して，運動の法則，力学，水学（液体の物理的性質)，磁気学，電気学を教授するとし

ている（39)。

表６で示した理学科の課程表で物理学について見ると，本科１年前期（第六級）では普

通物理学，（週６時間)，同後期（第五級）では普通物理学，（週６時間)，２年前期（第四級）

では物・力・動通論，重学，水学，（週６時間)，同後期（第三級）では聴学，熱学，（週６

時間)，３年前期（第二級）では，視学，熱学，（週８時間)，同後期（第一級）では，磁気

学，電気学（週８時間）の授業があった。特に物理実験の記載は無いことから，これらの

講義のうちに含まれていたと見られる。［表６．２８頁参照］

当時の講義は，洋書の翻訳・講読であった。専門学校で購入された物理学洋書の中で特
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に多数冊購入されたのは，Stewart，Ｂ，“SciencePrimers，Physics'''６lhedition，

Macmillan＆ＣＯ,London，８冊であった(6)。これは予備科の物理学初歩で使用されたも

のである。また，西田幾多郎は明治１９年７月から２０年７月まで，専門学校附属初等中学

科３年生であった。彼はここで「教科書といっても，（中略）物理はスチュアート，化学は

ロスコ，（以下略)」と記していることが，先の事柄を裏付けている（40)。

専門学校の購入・所蔵洋書は，総書籍は４５９種で冊数は約１４８８冊であった＊（５，６)。「図

書利用規則」によると，教科書は個人で購入する物ではなく，図書館で一括購入して，生
徒には有料で貸し与えていた（39)。

第十章教科用図書貸与規則

第一条本校所蔵図書ノ内生徒ノ願二依り課業用ノ分二限り貸渡スヘシ

第四条図書借用中ハ毎曰三十曰限り制定ノ借料ヲ納金スヘシ

第十一章引用図書貸与規則

第一条本校別二引用ノ為メ備置ク所ノ図書ハ本校吏教員元卜本校二奉職セン吏

教員本校卒業生及上法理文三学科生徒ニ限り借用閲読スルヲ得可シ

従って，教科書として使用された書籍は殆どが多量に購入されていたが，現存している

ものは僅かである(6)。

当時の予備科では，「専ラ英書ヲ用イ諸学術ノ初歩ヲ授ケ以テ法理文ノ三学科二入ルヘキ

階梯トス」（41）と記されているように，各学科の講義は洋書（英語）の簡単な入門書を用

いて行っていた。このことは前記したように専門学校で購入した洋書からも分かる。

専門課程での教育にはどの教科書が使用されたのかは明らかではないが，このとき既に

飯盛挺造の『物理学」が出版されて（上篇，明治１２年１２月，中篇，１３年６月，下篇，１３

年１２月に初版が出版された｡)，専門学校図書館でも購入されていたことから，これを使用

していた可能性は大きい（42)。本書はわが国で本格的な物理学書として初めて出版された

ものの－つであった。

この課程表によると講義時間が多く，－人の教官で総てを教授するのは大変であった。

その事は年報にも「教員授業時間多キー過ギ教授ノ十分ナラザル憾アリ」と記している(43)。

物理学関係の洋書は４２種５４冊が「引継目録」に記載されていた(6)。しかし『第四高

等中学校洋書目録」（明治２７年）には３５種が記されている（44)。今回の専門学校洋書の

調査では４０種４７冊の物理学書籍が現存することが確認されている（表２）(6)。この中に

は，加賀藩や藩校で購入されたもの６点が含まれている。また，前記したように中学師範

学校で購入したもの３点がある。最も古いものは，Ｔate，Ｔｈｏｍａｎｍ，“AnElementary

CourseofNaturalandExperimentalPhilosophy，，（1858)であり，「加州海軍局文庫之記章」

の蔵書印が捺印されている。この印影から，本書は明治２年頃に購入されたと推定するこ
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とができる。藩政期に購入された物理学書の冊数は化学書に比べると少ないことも明らか
となった。書籍に関して詳しくは文献６を参照されたい。

＊『文部省第十二年報付録石川県年報』（明治１７年分）には「洋書３０４３部，３２０１冊，価
格４８５７円５厘」と記されている（45)。

物理学機器

「引継目録」記載の専門学校の物理機器の種類（種数）および点数（員数）は表４に示
したが，次の通りである。

物性論及び力学の部２４種，６１点，熱学の部１６種，２３点，気学の部２４種，３２点，音学

の部１３種，１９点，光学の部１５種，２０点，水学の部１５種，２０点，電気及び磁気の部５０
種，７４点，総種数１５７種，総計２４９点。

これらを明治１１年の文部省交付物理機器目録と照合すると(表３)，５６点が専門学校で購入
されたものであり，書籍に比べて少なかった。

「引継目録」の機器のうち，岩井武雄が「第四高等学校物理機械図入目録」（第四高等学

校物理室）（10）にスケッチしたものは１１６点であった。この目録に記載された機器名を，
「引継目録」の名前と照合することにより，専門学校が中学師範学校から引継ぎしたもの

および新たに購入したものを容易に選び出すことができた。それらの機器が現存するか，

どこに収蔵されているかを調査した結果は表４に記載した｡現存する機器８１点については，

その登録番号，カタログ名，英独名，台数，製造業者，購入年（中学師範学校の機器の場

合はその使用された品名)，大きさ，及び「引継目録」に記載された評価額を調査して，本

物理機器図録の部に記載した。また，破損破棄された機器でも，カタログや物理教科書か

ら確認できたものを，どのような機器であったかを示すために参考として図録に記載した。

これらの資料の比較として，第三高等学校（京都）の前身校である大阪中学校（明治１３

年１２月～１９年）の「器械模型標本薬品目録」の明治１７年の記録には約２０５点の物理機器

である＊（46)。また，第三高等学校の物理機器で，明治１４年から２０年に購入されたもの

で現存する機器７４点がある（47)。第四高等学校の物理機器は金沢大学の移転の際に金
沢大学資料館と石川県自然史資料整備室に分割されて保管された。専門学校で使用された

現存する物理機器のうち，中学師範学校からのもの４点と専門学校で購入された４点は金

沢大学資料館に残り７３点（中学師範学校からのもの５５点と専門学校購入のもの１８点）
は石川県自然史資料整備室に保管されている。

この２０５点の機器の中に明治１１年の文部省より交付されたものが含まれているか否か
は不明である。
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物理学機器と物理学教育

専門学校での物理学の講義録は残っていないために，講義の実体を直接明らかにするこ

とができる資料はこの物理機器である。先に挙げた飯盛挺造の「物理学」教科書は同時代

に出版されたものであり（42)，これと専門学校の物理機器とを比較することにより，講義

で取り上げられていた内容について多くの事柄を知ることができる。表７に『物理学」の

記載項目と専門学校の物理機器名の比較を記した。この表から，専門学校の物理学教育は

この教科書のかなりの部分を網羅していたことが明らかとなり，飯盛が東京大学医学部の

別科生に講義したものとそれほど差のないものであったと見ることができる。［表７．２９頁

参照］

考察

今回の調査での最大の収穫は，これまでに明らかでなかった明治１０年に設置された公立

学校「石川県中学師範学校」に関する教育資料である。特に重要なのは以下の２点である。

①明治１１年２月に文部省が全国の師範学校に交付した物理学教育のための実験機器１１０点

が本中学師範学校に交付されていたこと。②その機器が明治１４年に石川県専門学校に引き

継がれていたことである。

これらは「引継目録」に記載された物理機器の各分野別リストと，文部省交付「物理器

械目録」の記載１１１頁が，特に電磁気学機器で全く同じであることから明らかとなった。その

結果，「旧第四高等学校物理機器」の中の古い機器一登録番号の若い機器一は，この交付さ

れた機器であることが判明した。これまでにこの交付があったことは明らかであったが，

その機器の実体の存在は全国で明らかでなく，米国Ritchie社の輸入品であったとか，そ

れをモデルにして模造したものであるとかの推定しかされていなかった。今回，初めてそ

の実体を確認することができたことにより，我が国の明治初期の物理学教育史，科学教育

史に第一級の重要な資料を提供することができた。
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表2．石川県中学師範学校及び石川県専門学校の所蔵物理学関係洋書
著者名書名，発行年

物理学一般書

☆LardnerDionysius
☆Hogg,Jabez
☆Norton,Ｗ､Ａ＆Poter,Ｊ､Ａ

NaturalPhilosophy(1869）

ElementsofExperimentalandNaturalPhilosophy(1861）
FirstBookofScience(1869）

CoursdePhysique(1868）
Physics(1876）

NaturalPhilosopby(1867,1877）

NaturalPhilosophy(1869）
NaturalPhilosopby(18--）
LessonsinElementaryPhysics（1881）

ElementaryTreatiseonNaturalPhilosophy(1882）
NaturalPbilosophyfbrBeginners(1877）
ATextBookofthePrinciplesofPhysics(1884）
AnlntroductiontoPhysicalMeasurements(1883）

AnElementaryCourseofNaturalandExperimentalPhilosophy(1858）

☆Ganot,Ａ

☆且tewart,BalfbUl2
Wells，ＤａｖｉｄＡ・

Quackenbos，ＧＰ、

Chambers,Ｗ＆R

Stewart，Balfbur

Deschanel，ＡＰ・

Todhunter，L

DanielLAlfTed

Kohlrausch，R

Tate，ThomanT

Ganot，Ａ・

光学
☆且pottiswoode,Ｗ、

Tait，ＰＧ・

TyndaLJohn

Lockyer,」Ｎｏｒｍａｎ

電磁気学

EIementaryTreatiseonPhysics(1877）

PolarizationofLight(1876）
Light(1884）

ContributionstoMolecularPhysics(1882）

TheSpectroscopeanditsApplications(1873）

☆ Prescott，GeorgeB History,Theory,ａｎｄPracticeoftheElectricTelegraph(1871）
LightandElectricity(1883）

ReprintofPaperonElectrostaticsandMagnetism(1884）
LessonsinElectricityattbeRoyallnstitution,1875-6(1883）

AnlntroductiontotheTheoryofElectricity(1879）
AnElementaryTreatiseonElectricity(1881）
ATreatiseonElectricityandMagnetism(1881）

TyndaLJohn

Thomson，SirWilliam

TyndaLJohn

Cumming,Linnaeus

MaxwellJamesC

MaxwelLJaｍｅｓＣ．

重学

Todhunter，L

Parkinson，Ｓ・

Byrne

Todhunter,L

Routh,EdwardＪｏｈｎ

MechanicsfbrBeginners(1880）
AnElementaryTreatiseonMechanics(1874）
重学

ATreatiseonAnalyticalStatics(1874）

TheElementaryPartofaTreatiseonｔｈｅDynamicsofaSystem
ofRigidBodies（1882）
ATreatiseonHydromechanics(1883）Besant，Ｗ

熱学

Stewart，Balfbur

MaxwellJamesC

音響学

Ellis,AlexanderJ・

TyndaLJohn

Helmholtz，Hermann
勤学

Tait，PeterGuthrie，

Steele,WilliamJobn

Stewart，Balfbur

TyndalJohn

SpoLErnest

Bur､，RobertScott

SedwickJames

AnElementaryTreatiseonHeat(1876）

TheoryofHeat(1880）

音響学
Sound(1875）

OntheSensationsofTone(1885）

ATreatiseonDynamicsofaParticle(1882）

TheConservationofEnergy(1878）
Heat(1880）

WorkshopReceipts(1885）
MechanicsandMechanism(18--）
TheTruePrincipleoftheLawofStormｓ（1867）
蒸気機関図，一部＋六葉

物理学字典

Pepper,lH

Rodwel１，Ｇ．Ｆ・
年鑑

☆TimbsJohn

CyclopaedicScienceSimplified(1877）
ADictionaryofScience（1873）

TheYear-BookofFactsinScienceanｄＡｒｔ(1869）

著者名に下線したものは中学師範学校で購入された書籍。
☆印は石川県中学師範学校蔵書であった。
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表3.文部省交付物理機器と引継目録の物理機器

石川県専門学校物理学器材
物性論及力学ﾉ部

Ritchie社SchoolApparatus
NoLawsofMatter

公立師範学校補助之物理器械
物理論

鉛製半球
‘惰性器
毛髪菅
同板

２LeadHemispheres

３１nertiaApparatus

５CapillaryTubes

６CapillaryPlates

灘i滑車“

|蕊iLl

８CollisionBalls

９CenterofGravity

l4Pulleys,WheeL

14Wedge,Screw
l41nclinedPlane

l4Axle

l4Levers

l80entralForces

衝突球
重力心

滑車
螺旋並模等＊
螺旋並模等＊
螺旋並喫等＊
木挺天秤等
中心力

l9BPendulum橇(ふりこ）

24点11点(１０点）

iliirLごlilTili
る。
Hvdrostatics 水学ﾉ部

而壱薑
液類上圧試験器長円玻璃板黄銅
(玻璃版及水面粘着試験器)＊
<物性論及力学から＞
(鉛製粘着試験器)＊
<物性論及力学から＞

(タンテーラス氏鐘)<気学から＞
アルキメース原則ヲ示ス器

２０EquilibriumTubes

22CylinderandPlate
23LiquidAdhesionPlate

２４Siphon
25TantalusCup

29Archimedes'Principle

31Hydrometer

299HydrometerJar
毛細管〈物性論及力学から＞
毛細管力試験玻璃板
<物性論及力学から＞
ハイドロスタチツクベルロース

酒精準
雨尺附属品共
水準
水搾
水ﾉ圧力試験器
異種液体ﾉ粗密ヲ示ス器
パーカー氏水車

ニコルソン氏瀧秤
螺旋吸水器
(ヒーロー氏噴水)<気学から＞

３４HydrostaticPress圧水器

３７Hero'sFountainヒーロスファウンテン
１５点10点(7点）

＊この2点は粘着板にまとめられていたと見られる。
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気学ﾉ部
FF妄爾■
受器

受器
スライジングロッド

気論
排気鐘
受器
同

スライジングロツド

スクループラグ

ハンドグラス

コンデンサル
コンデンシングチアンブル
ボールトヘッド
フリーザル
パツカスイルラストレーシヨン

マグデベルグ半球
ゴム製袋
重り及浮だ

Pneumatics

４１AirPump
44Reciever

Reciever

45SlidingRod

４７HandGlass

480ondenser

490ondensingChamber
51BoltHead

52FreezingApparatus
53Bacchusllustration

54MagdeburgHemispheres

55RubberBag

56WeightandBuoyancy

濃気筒
濃気器附属品共
球頭壜
(凍水器）
バーカースイルラストレーション

マグテハルグ半球
護謨製襄

気秤
撤液管
タンテーラス氏鐘く水学にあり＞
ヒーロー氏噴水器<水学にあり＞
凍水器
廻転噴水器
空気圧力試験器
アネロイド気圧計
空気圧力試験用膀胱
玻璃筒護謨膜
空気膨張試験用連通壜
カーテシャンダイヴハー
卿筒吸上並抑圧
気圧計用管孟及漏斗

(羽毛金銭墜落試験器）

<物性論及力学から＞

(廻転噴水器)＊

晴雨儀管
水銀

金片毛片管

気銃
回転噴出シ
木製長円管
ウヲツシヤルス

油

５９BaromerterApparatus

259Mercury

63GuineaandFeatherTube

64AirGun

65Revolvingjet

66WoodCylinder
68Washers

690il

マリオツト氏器械二気圧ヲ験スルモ／
￣￣Z煮22点(13点）

*蒸気機関模型の一部
熱論

パームグラス

バーエンドゴージ

コンパウンドバール

ファイアシーリンジ
返射器

ウヲルラストン氏器械
ワィャゴーズ

スペシフヒツクヒート

流通風

水用寒暖計＊
水用寒暖計＊
コンダクトメートル
ヨリピール

パイロメートル

酒燈

熱学ﾉ部

(金属長径膨張試験器）
鋼鉄縫合版

パラボラ反射鏡
(ウオルラストン氏蒸気試験器）
鉄綱

空気流通試験器
(華氏験温器)＊
(摂氏験温器)＊
導熱比較器
(イオリパイル）

Ｈｅａｔ

７０PalmGlass

73BarandGuage

74CompoundBar

75FireSyringe
76Reflactors

77Wollaston，sEngine
78WireGauge

79SpecificHeat

82PrincipleofVentilation

84Thermometer(fOrliquids）

８６Conductometer

87Eolipile

88Pyrometer

蒸気機関摸形
金属長径膨張試験器
金属体積膨張試験器
トベライネル氏点火器
ウオルラストン氏蒸気試験器
イオリパイル

華氏験温器
摂氏験温器
沸騰点ﾉ減度ヲ示ス器
チンダル氏試験器
ダブルラジオソートル

１４点(9点)ｌ
＊この2点は水用寒暖計にまとめられていたと見られる。

16点
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電気論

宗ﾌ而譲鵠讓遡一
ラムスデン氏誘導起電機
猫皮
絶縁柱
玻璃根
験電器
電気テルリヤン

絶縁机

(ムーベーブルコーテングスジャル）
発光列田壜
二重列田壜

(電気鈴)壜台及鈴二箇
電気匙

螺線状発光管
泄電又
瓦斯小銃
パウダルポム

Electriciｔ

ホルウ器械 ９９HoltzMachine

猫皮

インシユレーテツドサツポルト
フリクシヨンシリンダル
エレクトロスコープ
テルラリアン

スツール

ムーヴエブルコーチングスジヤル
タイヤモンドジヤル

セツトヲフジヤルス
スタンドエンドベルス
エセルスプーン

スパイラルチユーブ
ジヨインテツドジスチヤージヤル
ガスピストル
パウダルボルブ
ピスホールス弐ダズン

カスケード

リユミナスポインツ

lO2FrictionCylinder

103EIectroscope
lO6ElectricalTellurian

llOInsulatingStool

ll4MovableCoatiｎｇｊａｒ
ｌｌ６ＤｉａｍｏｎｄＪａｒ

ｌｌ９ＳｅｔｏｆＪａｒｓ
l20StandandBells

l21EtherSpoon

l22SpiralTube

l24AJointedDischaｒｇｅｒ
ｌ２５ＧａｓＰｉｓｔｏＩ

１２６ＰｏｗｄｅｒＢｏｍｂ

l29DancingBalls（PithBaUs,twodozen）
l30Gassiot'sCascade

l32LuminousPoints

ザシオット氏カスケード

発光尖点
ムーベーブルコーテングスジャル
炭素版
封蝋根絹布毛布
電気振子
電気鈴
長髪人形
列田壜

￣_百戸１９点(18点）

穴=元ﾏﾗ罰↓竺一
Ｕマグネト及輪
針及台
バンセンスバツテリー

パウダルカツプ

コントラクチングヘリツクス
デコンポーシングセル
エレクトロマグネト
ヘリアカルリング

リフチンングコイル

レボルヴイングマグネト
カルヴァノメートル
電信器雛形＊
電信器雛形＊
電信器雛形＊
電信器雛形＊
ダッブルヘリセス
ハンドルスエンドヮイルス

MaRnetics

長形磁鑛
Ｕ字形磁鎮
磁針
ブンゼン氏電池
パウグル鐘

コントラクチングヘリックス
水分析器
馬蹄状電磁鎮
環形アルマチューアヘリックス
リフチングコイル

廻転電磁銭
湿電計*＊

伝信機模形＊
伝信機銅線＊
伝信機鐘＊
伝信機鍵＊
重ヘリツクス

ハントルスフォルショックス
ダエール氏電池
金葉験電器
伝話機

アムペーヤ法則試験器
エレクトロホーラス

ガルバノメートル*＊

摩擦電機

ｌ４０ＢａｒＭａｇｎｅｔ

ｌ４２ＵＭａｇｎｅｔａｎｄＷｈｅｅｌ
l43NeedleandStand

l47Bunsen，sBattery
l50PowderCup

l51ContractingHelix

l52DecomposingCell
l53ElectroMagnet

l54HelicalRing

l55LiftingCoil

l56RevolvingMagnet
l58Galvanometer

l59TelegraphModel

l63DoubleHelices

l64HandlesandWires

１５点(15点)ｌ
*この4点は電信器雛形にまとめられていたと見られる。

25,点

**この機器はガルバノメートルと見られる。
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音論

度響器
歯輪
螺旋圧器
振動板
黄銅棒及球＊

黄銅棒及球＊
ダイアペーゾン
ヴアイヲロンセロバウ
ヲルガンパイプ
リードバイプ

空所鐘

Acoustics

縢娑鰯識溌蕊｛
l80Sonometer

l82ToothedWheel

l83ScrewPress

l84VibratingPlate
l85ＴｗｏＲｏｄｓｏｆｂｒｅｓｓ

(fbrlongitudinalvibration，
withstandandivoryball

l87Diapason
l88VioloncelloBow

l910rganPipｅ
ｌ９２ＲｅｅｄＰｉｐｅ
ｌ９４ＢｅｌｌｉｎＶａｃｕｕｍ

１０点(１０点）

割符三斉稲拳面迩一￣
無色同
モルチプライングレンス

透鏡一組
鏡一組

眼雛形

レボルヴィングジスクアバラタス
ジスクー組
ゾートロープ

ODtiCS

202MountedPrism

203AchromaticPrism

204PrismaticLens(multiplyingglass）
208ConvexandConcaveMirrors
211MountedMirror

212ModelofEye

214RevolvingPiskApparatus
215SetofDisks

216Zoetrope

９点(8点)ｌ
＊この2点は黄銅棒及球にまとめられていたと見られる｡

記載||頃は文部省交付物理機器目録のものである。弓|継目録の記載順で移動したものは（）内に記入した。
機器点数で（）の数は｢引継目録｣の物理機器に認められた機器数である。
Ritchie社の機械名は文献20より引用した。
ゴシック体で記載した機器は現存するものである。
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表3附・文部省交付物理機器数，引継目録記載の物理機器数及び現存機器数

3.現存2．弓|継目録1．文部省交付機器分類嚇
欄
論
論
繍
擶
論
論

物
稻
気
熱
電
磁
音
視

７
３
６
３
３
０
５
６

１
１

０
７
３
９
８
５
０
８

１
１
１
１
１

１
０
２
４
９
５
０
９

１
１
２
１
１
１
１

合計 9０ 5３110

1.は文部省より交付された機器の種数(点数に同じ）
2.は１．の機器が石川県専門学校に引き継がれた種数(点数に同じ)を示す。
3.は表3から集計した現存する文部省交付機器種数を示す｡表4で集計すると57種になる。
注:機器の種数の数え方,セットの組み方の違いが見られ,相互に誤差が生じている。
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のもの(☆)を含む）表4.石川県専門学校物理機学器械リスト(石川県中学師範学校より

｢図入目録｣記載のデータ｢引継目録｣記載のデータ
ﾁｮﾗ存奇類~支部z皆

番号交付
Ｔ】笏1霊需笈；

1５

１６

１☆

２☆

３☆

４☆

１７

１９

１８

５☆

５☆

６☆

７☆

８☆

９☆

２１

１０☆

11☆

１２☆

１４☆

１３☆

２０

所在 機器登録記号物理器械名員数評価名称
一一
メートル

ヴエルネル尺
習｣慣`性試験器
玻璃版及水面粘着試験器
鉛製粘着試験器
積杵
積杵天秤
物理学用天秤弦璃付
胡桃割り
滑車定車動車
滑車錘
車輪車軸
斜面附属品共
螺旋
模
車軸車輪
羽毛金銭墜落試験器
遠心力試験器
振子試験器
衝突球
重心試験器
紙製螺旋雛形
圧搾螺旋
刃器磨鉄
時辰儀クロノメートル
…戸

１
１

１

５
５

７

３
３

１

く
く

３
３

く １

１
３
６
１
２
４
６
８
９
０
０
１
２
３
４
５
７
８
９
２
３

０
０
０
１
１
１
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学

カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ

△
△
△
○
○
○
○
○
△
▲
▲
○
○
△
○
○
▲
○
△
○
○
△

メートル尺

ベルニャ

I慣性験器
硝子粘着板
鉛粘着板
槙杵
秤
化学天秤
胡桃割
滑車
滑車
軸車

斜面イ,ロ
螺旋イ,ロ
模
変形軸車
羽毛金銭落体験器
遠心力器
数学的振子
衝突験器
重点験器
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし

０，２５０

0,850

1,000

1,500

1,250

0,750

10,000

15,500

0,250

24,500

3,500

０，２５０

5,500

2,000

0,450

１
１
１
２
１
１
１
１
１
６
７
２
３
２
２

石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
金沢大学資料館

石川県自然史資料整備室

石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室

】
」

石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室

23,500

１７，５００

0,750

7,250

１３，２５０

0,050

6,000

1,000

25,230

162,080

２
６
１
１
５
１
１
１
１
｜
田

１

石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室

１２Ｊ点20点

Ⅱ熱学ﾉ部
＝=

ｉｉｉ
４☆

９☆

５☆

６☆

△
○
△
○
△
○
△
▲

２
５
６
９
２
３
７
１

０
０
０
０
１
１
１
２

０
０
０
０
０
０
０
０

学
学
学
学
学
学
学
学

熱
熱
熱
熱
熱
熱
熱
熱

華民騒温器ヨー
金属長径膨張試験器
金属体積膨張試験器
パラボラ反射鏡
銅鉄縫合版
蒸気機関模形
ウオルラストン氏蒸気試験器
(ファイヤシリンジ)(引継目録に記載なし）

験温器

長径膨張試験器イ,ロ
体積膨張試験器
温線反射鏡イ,ロ
銅鉄縫合板イ,ロ
蒸気械器雛形
オルラストン氏水槌

起熱管

2,500

11,000

5,250

30,000

3,250

40,000
5,500

１
２
２
２
２
２
１

石川県自然史資料整備室

石川県自然史資料整備室

石川県自然史資料整備室

石川県自然史資料整備室



☆ 摂氏験温器＊
トベライネル氏点火器
チンダル氏試験器
タブルラジオメートル
鉄綱
空気流通試験器
導熱比較器
イオリパイル

沸騰点ﾉ減度ヲ示ス器
一万Ｆ=千一

７
０
１
２

１
１
１

ノルマール験温器
トラヴエルヤン装置
チントリー氏装置
ラジオメートル

図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし

１
１
１
１
１
２
２
１
１
｜
別

２，０００

5,500

１，７５０

６，２５０

1,500

4,400

5,500

3,500

1,200

129,100

２
１
２
５

２
３
３
１

０
０
０
０

学
学
学
学

熱
熱
熱
熱

石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室

○
○
○
○

☆
☆
☆

1６ １２点 7点脚
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

学気
、
１
２
３
４
５
１
２
６
３
７
７
４
８
９
５

１
１
１

１
１

Ⅲ

ﾛ即筒吸上並抑圧
排気機
受器
球頭壜
凍水器
マグテハルグ半球
玻璃筒護謨膜
空気膨張試験用連通壜
ヒーロー氏噴水器
アネロイド気圧計
濃気器附属品共
濃気筒
マリオット氏器械二気圧ヲ験スルモノ
タンテーラス氏鐘

(重り及浮淀)(引継目録に記載なし）
気秤
スライジングロッド
バーカースイルラストレーション

護謨製襄
撤液管
廻転噴水器
空気圧力試験器
空気圧力試験用膀胱
カーテシヤンダイヴハー
気圧計用管孟及漏斗
一ホー許一一Z霜

１
２
１
１
１
２
１
１
２
１
４
１
１
１

'2,000

87,500

10,000

1,250

０，７５０

１２，０００

１，２５０

0,200

16,000

3,000

3,500

9,500

2,000

２，５００

卿筒

弁門排気器イ,ロ
硝子鐘イ,ロハ
球頭壜
氷結験器

マグテンブルグ半球イ,ロ
玻璃筒

空気膨張用連通器イ,ロ
真空噴水器
アネロイド気圧計
濃気器イ,ロ
濃気器イ,ロ
マリオット定則験器
脅曲硝子吸液器
図入目録に記載なし
気秤
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし

１９１１く
７
２
４
５
６
８
９
０
１
３
４
４
５
２

５
６
６
６
６
６
６
７
７
７
７
７
７
８

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学

カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ

石川県自然史餐

○
△
○
△
△
○
○
○
○
○
○
○
▲
○
△
▲

石川県自然史資料整備室

金沢大学資料館
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室

】
】

２
１
１
１
２
１
１
１
１
１
｜
Ⅷ

１６，５００

2,740

3,750

2,250

０，９５０

３，２５０

０，０３０

0,200

１，０００

0,900

193,020

力学(256） 石川県自然史資料整備室

☆

14,点 １０点
Ⅳ音学ﾉ部

８

１☆

２☆

スピーキンクトラムペット
サバート氏歯車
風琴管

１

２

１

語管

ジレー子イ,ロハ
風琴管イ,ロ

0,200

9,000

4,500

音響001

音響002
音響004,005

△
○
○金沢大学資料館

石川県自然史資料整備室



琴弦線一組積杯弦璃三箇共
黄銅製振動杵
調音叉

(ﾘｰﾄﾞパイプ)(引継日録に記載なし）
クーニツク氏音響波動器
真空鈴
鼓弓

螺旋圧器
黄銅製振動版
黄銅製振動球
サバート氏応響器
一万一許一弓百種

☆
☆
☆
☆

琴

真楡振動杵
調音器イ,ロ
舌管
キョニヒ氏瓦斯光付管
真空鈴
鼓弓

図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし

３
４
５
６
９
７

１

６
０
２
３
７
田
朋

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
皿
の
０

響
響
響
響
響
響
響

立
曰
立
曰
立
曰
立
曰
立
曰
立
曰
立
曰

石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
金沢大学資料館
石川県自然史資料整備室

２
１
２

3７，０００

１，７５０

１３，０００

○
○
○
▲
○
▲

２
１
２
１
２
１
１
’
四

５，７５０

3,500

４，０００

7,000

７，２５０

１，７５０

3,500
98.200

☆
☆
☆
☆
☆

11,点 6点部一
☆
☆

☆
☆
☆

学水

水搾
ハイドロスタチックベルロース
水準

液類上圧試験器,長円玻璃板,黄銅板
アルキメース原則ヲ示ス器

ニコルソン氏瀧秤
異種液体ﾉ粗密ヲ示ス器
酒精準
螺旋吸水器
毛細管
水平管
毛細管力試験玻璃板
両尺附属品共
水ﾉ圧力試験器
パーカー氏水車
一丁一言千一丁百『

水圧器

水輔
水準器イ,ロ
液体上圧験器
アルヒメデス氏定則験器イ,ロ
アレオメートル

比重計
アルコホールメートル

螺旋吸水器
毛細管
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし

石川県‘!､、

石川県自然史資*
石川県自然史資料整首
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１
１
２
２
１
１
２
１
２
２
１
１
１
１
ｌ
別

４
６
８
９
１
５
６
７
１
０

３
３
３
３
４
４
４
４
５
５

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

学
学
学
学
学
学
学
学
学
学

カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ

１０，０００

2,000

1,500

4,000

５，５００

3,000

1,750

12,000

3,250

3,300

4,800

１，５００

2,940

0,250

1,600

57,390

○
○
○
△
○
△
○
△
△

石川県自然史資料整備室

石川県自然史資料整備室
[､D

CA、

１０点 5J点

Ⅵ光学ﾉ部
一I￣７＝
２☆

８

３☆

ｉ宴
５☆

,ｉ☆
７☆

光線反射試験器
多像反射鏡
光線屈曲試験器
三稜透鏡
ブンゼン氏度光器
ニウトン氏七色版転台
七色版
透鏡一組四筒一組二箇
活動車附画六枚
顕微鏡
眼球模形

返射験器

角度鏡
屈折験器
三稜柱硝子イ,ロ
スペクトロスコープ

白色及上補色ヲ験スル器
白色及上補色ヲ験スル器
小凹レンズ,小凸レンズ
タウマトロープ狂画六枚
顕微鏡
視学的眼目

石川県自然更資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
金沢大学資料館
石川県白然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
金沢大学資料館
金沢大学資料館
石川県自然史資料整備室
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１
１
３

０
０

１
４
８
０
４
５
５
８
６
０
３

０
０
０
１
１
１
１
１
２
３
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０
０
０
０
０
０
０
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０
０
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学
学
学
学
学
学
学
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学
学
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光
光
光
光
光
光
光
光
光
光
光

１
１
１
３
１
２
２
２
１
１
１

2,250

1,500

1,700

11,500

3,500

9,000

3,300

10,300

5,000

25,000

6,000

○
○
○
○
○
○
○
○
△
○
○



石川県自然史資料整備 ○光学０４５
光学002,003
光学００５，００６

幻燈

平面鏡
凸面鏡,凹面鏡
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし

１１幻燈附透鏡二箇
☆（鏡一組)(引継目録に記載なし）

☆多像透鏡
カレードスコープ

ーー瞳果藝--言一一r扇蔓
皿毫巫襄璽善i鍵癬罰「
１☆猫皮
１☆玻璃梶
３２ラムスデン氏誘導起電機
２☆ホルツ氏誘導起電機
３☆絶縁机
４☆二重列田壜
３３列田壜
５☆ムーベーブルコーテングスジヤル
６☆電気鈴
６☆壜台及鈴二箇
３４長髪人形
３５電気振子
７☆瓦斯小銃
８☆パウダルボム
９☆泄電又
１０☆発光列田壜
1１☆螺線状発光管
１２☆験電器
1３☆電気匙

1４☆絶縁柱
３６金葉験電器
１５☆ハントルスフオルシヨックス

1８☆ザシオット氏カスケード
１９☆長形磁銭
２０☆Ｕ字形磁錬
２１☆磁針

２２☆馬蹄状電磁銭
２３☆廻転電磁銭
２４☆伝信機銅線
２４☆伝信機鍵
２４☆伝信機模形
３９伝話機

2,000１

０，７５０

２，０００

2,000

85,800

１

１

１

２０ 11,点１７，点
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備
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備
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備
備
備
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電
電
電
電
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電
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静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
磁
磁
磁
流
流
流
流
流
流

ハルス菅

ハルス管
ハルス管
発電機
ホルツ氏発電機
絶縁台
列田壜
列田壜イ,ロ,ハ,二
分解壜
電気鐘イ,ロハ,二
電気鐘イ,ロハ,二
長髪人形
電気振子
ガス短銃
ガス短銃
放電子
電卵
螺旋状発光管
験電器イ,ロ
電器匙イ,ロ
絶縁柱
金箔験電器
静電気放電感応試験器
ガシオット氏爆布
磁石竿イ,ロ
馬蹄形磁石イ,ロハ
磁石鍼
馬蹄形電気磁石イ,ロ
電気磁石回転器
電信雛形イ,ロ
電信雛形イ,ロ
電信雛形イ,ロ
電話機イ,ロ
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３
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２
７
４
２
１
３
６
７
３
２
５
４
１
３
８
４
１
６
０

１
４

１
１
１

１
１
２
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
２
１
２
１
２
１
１
２
２
１
２
１
１
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金沢大学資料館
金沢大学資料館
石川県自然史資料整備室



石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室
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○
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△
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○
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３
６
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０
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電
電
電
雫
電
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流
流
流
流
流
流
流
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電信鈴
アンペル氏装置
水分析器イ,ロ
ガルワノメートル

ダニール電池
螺旋線
ブンゼン電池
電気炭光器
ソレノイド

図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし
図入目録に記載なし

伝信機鐘ｌ
アムペーヤ法則試験器ｌ
水分析器２
湿電計＊＊ ２

ダエーノレ氏電池９
コントラクチングヘリックスｌ
ブンゼン氏電池４

発光尖点１
重へﾘツクスｌ
電気テルリヤン１
炭素版２
パウグル鐘ｌ
環形アルマチューアヘリックスｌ
リフチングコイルｌ
ガルバノメートル＊＊ ｌ

エレクトロホーラスｌ

摩擦電機ｌ
(ピスボールス弐ダズン)(弓|継目録に記載なし）
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５
７
６
７
８
８
９
０
１
７

２
３
２
２
３
２
２
３
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☆
☆

石川県自然史資料整備室

☆
☆
☆
☆
☆

石川県自然史資料整備室
石川県自然史資料整備室

☆
☆
☆
☆

△
而
耐

1６☆

３７点
両面元煮

307,620̄

1,033,210】
、

○現存して本図録に掲載したもの。
△現存しないが本図録に掲載したもの。
▲現存しないが参考となる同名の機器があり本図録に掲載したもの。
引継目録の機器の種類数は種数で記した｡図入目録の機器数,現存数は点数で記した。
☆文部省交付機器。
｢文部省交付機器｣のうち｢引継目録｣に記載がないものは（）内に機器名を記した｡員数と評価額は空欄である｡種数には数えていない。
＊｢文部省交付機器｣の｢水用温度寒暖計｣は{引継目録｣の｢華氏験温器｣｢摂氏験温器｣のいずれかに対応する。
＊＊記載|'頂から,｢弓|継目録｣｢湿電計｣が｢文部省交付機器｣｢ガルバノメートル｣に対応すると思われる(表3参照)。
＊＊＊121点中116点を本図録に記載した。



表5.石川県専門学校の教諭・職員の構成

】
⑤

本表は文献32,33,34および35の資料をもとに作成した。
1.着任時の年令
2.第四高等中学校での官職名は｢第四高等中学校一覧自明拾二＋一年至明拾二十二年｣(49)による。
3.OrlandNBenton，明治21年３月～24年７月まで第四高等中学校教員であった。
4.滝川秀蔵に師事し数学を学ぶ｡啓明館,中学師範学校の教諭であった｡明治17年４月に病没した(34)。
5.啓明学校,中学師範学校の教諭であった｡明治17年５月に72才で病没した(35)。



表5附・石川県専門学校職員（『石川県職員録」明治18年１月31日改正）（48）

等級氏名

長心得

教諭

武部直松 兼務

今井省三

武部直松

等
等

一一一一一

助教諭

大瀬直温．

鈴木交茂

森巻耳

三宅少太郎

林文五郎

大島熈

得田耕

田中鉄吉

渡辺義郎

森巻耳

吉村政行

増野唯宣

等
等
等
等
等
等
等
等
三
等

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
兼
一
一
一

○
○
○

○
○書記 等二
等
等

兼
四
六

○の5名は第四高等中学校一覧には記載されていない。

2７



表6.石川県専門学校理学科学科課程表（50）

百111県專俳

＝
’

六

地文学Geikie,Ａ,ElementaryLessonsinPhysicalGeography,(1877)Macmillan,London、

地質学Nicholson,ＨＡ,TextBoolofGeology,(1879)Ｄ・Appleton,NewYork、
金石学Dana,ＥＳ.,TextBookofMineralogy,(1887)NewYork・

植物学Ｇray,Ａ,Gray，sLessonsinBotanyandVegetablePhysiology,(1879)Ivison,Blackeman,Tayler
NewYork・

動物学Hooker,Ｗ､,NaturalHistory,(1879)Harper＆Ｂｒothers,ＮｅｗＹｏｒｋ

生理学Huxley,ＴＨ.,LessonsinElementaryPhysiology,(1878)Macmillan,London、
星学Lockyer,ＪⅡ.,ElementsofAstronomy,(1878)Ｄ・Appleton,ＮｅｗＹｏｒｋ

2８

石lll県専PEl堂椋学科課程表第三理学科

学科

時

第壱級

時

第弐級

時

第三級

時

第四級

時

第五級

時

第六級

物理学 八 磁気学

電気学

八 視学

熱学

六 聴学

熱学

六 物･力･動

通論､重学

水学

六 普通物理学
＿ニ

ノ、 普通物理学

化学 八 分析化学

製造化学

八 分析化学

製造化学

ヨーー

ノ、 有機化学
＿と

ノ、 無機化学 六 普通化学
ユー

ノ、 普通化学

地文学 ギーカイ氏

地文学

地質学 ニコルソン

氏地質学

金石学 ダナー氏

金石学

ダナー氏

金石学

植物学 グレー氏

植物学

動物学 ホーケル氏

動物学

生理学 ホキスリー

氏生理学

星学 ロッケル氏

天文学

数学 六 積分 六 円錐曲線法

微分

＿￣

ノ、 平三角

弧三角

六 高等代数

高等幾何

六 高等代数

高等幾何

六 高等代数

高等幾何

図画 製図式 諸器械模写

正写画法

地図法 写生法

着色法

実用平面

幾何画法

平行配景法

照景配景法



表7.石川県専門学校物理機器と飯盛挺造「物理学」の比較

2９



一
早
一
早
一
早
竺
掃
一
早

六
七
八
三
一

第
第
第
第
第

第二章

章
編
編

四
一
二

第
第
第

竺扁下

第三編

注記:記載した物理機器名は機器の存在が確認されたもの,および｢引継目録｣の機器名から機器が判るもののみ
である｡不明な機器は削除した。
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凡例

1．明治１１年に文部省から石川県中学師範学校に交付された物理機器は，「省達番外」の

「物理機器目録」を基本資料とした。

2．石川県専門学校の機器購入台帳は残されていないが，「旧石川県専門学校敷地並資産引

継書類及目録」（第四高等中学校，明治２１年８月）（以下「引継目録」と記す）の書籍・

機械等目録の物理学器械類別と続く「物理学器械の部」に記載された事項を基本資料と

して，前項の機器を差し引いたものを，専門学校で購入した機器とした。

3．資料館及び石川県自然史資料整備室に収蔵された第四高等学校物理機器より，「引継目

録」に記載され，岩井武雄「物理機械図入目録，第四高等学校物理室」（以下「図入目録」

と記す）により機器が確認されたもの９６点を，『金沢大学資料館収蔵，第四高等学校物

理機器図録」の記載の方法に準じてそのデータを記載した。

4．機器名称は「引継目録」に記載のものと，「図入目録」に記載のものを，以下にあげる

カタログあるいは物理教科書，理化学辞典からの名称をあわせ，和名と英語名あるいは

ドイツ語名を記載した。

5．石川県中学師範学校に交付された物理機器には「文部省交付物理機器」を記し，交付

機器目録の機器名と，米国BostonのRitchie社のSchoolApparatusセットの機器名を

記載した。

6．機器の分類は「引継目録」の分類をとり，Ｌ物,性論及力学，ＩＬ熱学，ＩＩＬ気学，

１V、音学，Ｖ、光学，ＶＬ水学，Ｖ11．電気及磁気学とした。記載順は登録番号順とし

た。

7．登録番号は機器に付けられている番号（例，力学018）及びその後，第四高等中学校，

第四高等学校，金沢大学教養部（例，２２－３－２２７，は.Ｂ、６１）でつけられた番号が明

らかなものは記載した。

8．各分野の機器で，「文部省交付物理機器」の項は前半部に「石川県専門学校」で購入

された機器の項は後半部に記載した。

9．機器点数は「引継目録」にあるものを記載した。製造業者・刻印が判明した機器は少

ないが，判明した機器は，その業者名と刻印を記載した。

10．機器のサイズは，外形の縦，横，高さのみでなく，機器の動作に主要な部品の大きさ

も測定し，ｃｍ単位で記載した。

11．機器の購入年は，明らかなもののみ記した。「文部省交付機器」は明治１１年である。

12．値段は，「引継目録」の評価額を記載した。

13．収蔵場所は，金沢大学資料館あるいは石川県自然史資料整備室を記載した。

14．解説は，各機器が物理学の基礎的なものであるために簡単なものを記載した。

15．文献は，以下にあげるものの略号で記載した。

16．「引継目録」の機器名からは判別しがたいものは，図録には記載しなかった。

17．石川県自然史資料整備室に収蔵された機器の写真は同室石丸治平氏により撮影された

ものから引用した。
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文献名と省略名

Ganot：Ganot,Ａ､,ElementarylreatiseonPhysics,ExperimentalandApplied，

translatedfromGanot，sEl6mentsdePhysique,１７theditionbyAtkinson，

editedbyAWReinold,London,1906，金沢大学附属図書館蔵．

Ernecke：FerdinandErnecke，“PreisListeNo､１８，iiberPhysikalischeApparate

DeutscheAusgabe，Berlin，1902，金沢大学資料館蔵．

MaxKohl：ＭａｘＫｏｈｌ，“PriceListNo､50,vols・ＩＩａｎｄｌｌｌ,PhysicalApparatus，，，

Chemnitz,1912，金沢大学資料館蔵．

教育品製造会社：教育品製造合資会社『物理学機器目録』(大正２年),金沢大学資料館蔵．

島津理化学機器目録：島津製作所科学器械部『理化学器械目録｣第５００号，（昭和１２年)，

金沢大学資料館蔵．

理化学辞典：岩波書店『理化学辞典」増補改定版，（昭和２４年)．

リッテル「物理日記」二編：リッテル述，市川盛三郎訳，「物理曰記」二編，文部省，明治

１５年再版．国立国会図書館蔵（マイクロフィルム)．

物理全志：宇田川純一訳編『物理全志』明治８年発行．

島津理化器械目録表：島津製作所『理化器械目録表」（明治１５年)．

飯盛物理学上編１１版，中編９版，下編８版：飯盛挺造簑訳，丹波敬三，柴田承桂校補，

「物理学」上編，第１１版，（明治２４年６月)，中編，第９版（明治２２年９月)，下編，

第８版，（明治２２年７月)．

飯盛物理学下編１１版：飯盛挺造墓訳，丹波敬三，柴田承桂校補，『物理学」下編，第１１

版，（明治２８年１０月)．
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記載例

Ⅲ気学－５１分類及び分類内での整理番｜

マグデハルグ半球｜「引継日録｣記載の機器名
マグデブルグ半球

マグデバルグ半球

｢図入目録｣の機器名

鉄製|文献の機器名 J鍵～
Wi蹴誤麓:蝋'……
文部省交付物理機器（マグデブルグ半球）文部

１１年
MagdeburgHemispheres

文部省より

１１年に中学

明治

師範

学校に支給され

た機器（リスト

上の機器名）

|機器写真’Ritchie社のカタログでの名

力学068イ,ロ,｜登録番号
は-6450,は-6451

いCILl2いCI131台数(員数）

鵠鳳i極…｡…’造鑿霄’
ESRnCHIEBOSTON｜刻印｜

イ経115,高さ13cⅢ｜機器ｻｲｽﾞ
口径11.5,高さ14.5ｃｍ

（ストップｺｯｸ付き)|購入年｜
明治１１年

｜評価額’
１２円

金沢大学資料館｜収蔵場所’

魁ロブ
Ｚ

亨

号
`誓篁＝ 画

｢図入目録｣の図’

マグデブルグが１６５４年に,この銅製の半球を

密着して,内部の空気を排気すると,容易に

はずれないことを示した実験の模型である。

地上には大気圧があることを証明した。

画一

文献，（代表的な文献の略名）

詳しくは文献の項を参照。
文献：Ganot，150頁

各機器の記載においては,該当項目にデータがあるもののみを記載した。

項目名は省略した。
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物理機器一覧

図録に掲載した物理機器を登録番号順に記載した。

機器名

I・物性論及力学ﾉ部

ｌ習`慣』性試験器

２玻璃版及水面粘着試験器

３鉛製粘着試験器

４積杵

５滑車定車動車，滑車錘

６車輪車軸

７斜面附属品共

８螺旋

９模

lＯ羽毛金銭墜落試験器

11遠心力試験器

１２振子試験器

１３重心試験器

１４衝突球
１５メートル

１６ヴエルネル尺

１７積杵天秤

１８胡桃割り

１９物理学用天秤

２０紙製螺旋雛形

２１車輪車軸

登録番号頁 機器名登録番号頁
Ⅲ､気学ﾉ部

１排気機力学062５４
２受器力学064５４

３球頭壜力学065５５
４凍水器力学066５５
５マグデハルグ半球力学068５６

６ヒーロー氏噴水器力学071５６

７濃気筒,儂気器附属品共力学074５７
８タンテーラス氏鐘力学082５７
９重り及浮淀５８

１０脚筒吸上並抑圧力学057５８
１１玻璃筒護謨膜力学069５９
１２空気膨張試験用連通壜力学070５９
１３アネロイド気圧計力学073６０
１４マリオツト氏器械二気圧ヲ験スカ学075６０
ルモノ

１５気秤力学256６１

６
１
２
４
０
１
２
３
４
７
８
９
３
２
１
３
６
９
８

０
１
１
１
２
２
２
２
２
２
２
２
３
３
０
０
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学

カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ
カ

６
６
７
７
８
８
９
９
０
０
１
１
２
３
３
４
４
５
５
６
６

３
３
３
３
３
３
３
３
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４
４

Ⅳ､音学ﾉ部

１サバート氏歯車

２風琴管

０
０
０
０
１
１
１
６
０
２

２
４
５
６
０
２
３
２
１
７

劉
叡
０
劉
叡
叡
劉
籔
勤
劉

立
曰
幸
曰
二
口
幸
ロ
幸
ロ
幸
ロ
幸
ロ
立
曰
立
曰

6２

６２

力学025

３琴弦線一組槙杵

４黄銅製振動杵

５調音叉

６リードパイプ

７真空鈴

８スピーキングトラムペツト

９クーニツク氏音響波動器

３
３
４
４
５
５
６

６
６
６
６
６
６
６

I・熱学ﾉ部

ｌ華氏験温器

２金属長径膨張試験器

３パラボラ反射鏡

４鋼鉄縫合版

５ウオルラストン氏蒸気試験器

６ファイヤシリンジ

７摂氏験温器

８金属体積膨張試験器

９蒸気機関模形

１０トベライネル氏点火器

１１チンダル氏試験器

１２タブルラジオメートル

２
５
９
２
７
１
２
６
３
１
２
５

０
０
０
１
１
２
２
０
１
３
３
１

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学

熱
熱
熱
熱
熱
熱
熱
熱
熱
熱
熱
熱

７
７
８
８
９
９
０
０
１
２
２
３

４
４
４
４
４
４
５
５
５
５
５
５
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機器名

Ｖ・水学ﾉ部

１水搾

２アルキメース原則ヲ示ス器

３ハイドロスタチツクペルロース

４水準

５液類上圧試験器長円玻璃板
黄銅板

６ニコルソン氏瀧秤

７異種液体ﾉ粗密ヲ示ス器

８酒精準

９螺旋吸水器

登録番号頁

頁
祀
門
乃
門
別
別
別
別
皿
皿
朋
朋
別
別
筋
妬
別
冊
印
師
冊
朋
的
的
卯
卯
別
別
皿
Ⅷ
別
冊
別
別
妬
妬
朋
朋
Ｗ

号
Ⅲ
Ⅱ
Ⅳ
肥
、
ｎ
ｕ
ｕ
旧
肥
Ⅳ
Ⅲ
皿
皿
師

５
１
２
７
１
２
３
７
３
６
３
４
５
５
２
９
２
３
１
９
２
５

６
０
０
０
０
０
０
０
１
１
２
２
２
３
０
０
１
１
３
０
２
０

鰡
副
副
副
割
謝
謝
副
副
割
副
割
劃
割
割
割

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

電
気
気
気
電
電
電
電
電
電
電
電
電
電
電
電
電
雫
弓
電
電
雷
電

登
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静
静

静
磁
磁
磁
流
流
流
流
流
流
流
流
流
流
静
静
静
静
静
流
流
流

毛
ジ

信
布

ス
伝

月
グ

ス
ス

；
ン
箇

ク
鍵

ク
機

器
ツ
ン
イ

部
蠅
鍬

一
ア
ニ

ツ
電

機
験

岫
航
ケ

リ
起

一
鈴

傭
池

信

川圭訓ス氏
ノ
封
起

．
及

導

鶴》》布》辮辨》机》啼崔檸搾辨糯》“雑誌研》》辨鮒》》》辨儘“》『》》》》稚》認》》琲醗
銭
伝

誘
管

貝
電

Ⅶ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
ｕ
ｍ
Ｅ
ｕ
咀
旧
Ⅳ
旧
旧
別
Ⅲ
皿
朋
型
妬
朋
Ⅳ
朋
肥
別
別
犯
珊
別
閲
珊
Ⅳ
羽
刈

４
１
６
８
９

３
４
３
３
３

０
０
０
０
０

学
学
学
学
学

カ
カ
カ
カ
カ

７
７
８
８
９

６
６
６
６
６

５
６
７
１

４
４
４
５

０
０
０
０

学
学
学
学

カ
カ
カ
カ

９
０
０
１

６
７
７
７

１
４
０
５
８
９
６
３
８
４
０
１
５

０
０
１
１
１
１
２
４
０
１
３
３
４

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学

光
光
光
光
光
光
光
光
光
光
光

版色土
箇

一
口
一
一

臓
棚
枚
器
輝

器
個

部嚇鵬鏡》辨怖形嶮噸
験

一一
鏡透

灼鐡獅誕刎鑑趣櫻糯琵辨辮
Ⅵ
１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

１
１

２
２
３
３
４

７
７
７
７
７

４
５
５
６
６

７
７
７
７
７
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ｌ物性論及力学－１

習慣｣性試験器
惰性験器

慣性試験器

InertiaApparatus
｢文部省交付物理機器」（惰性器）

InertiaApparatus

力学006（破損廃棄）

１点

1円

ざ物体は静止した状態では,その状態を保つよう

になり，また,運動している場合もその状態を保

つように働く。この性質を慣性という。右図

の左は厚紙の上にある静止状態の木球は,横に

立っているバネ片で厚紙を飛ばして取り除い

ても,台の上に載って静止状態を保っている。

右はジャイロスコープの模型であり，回転する

ジャイロスコープのコマはその運動状態を保

つように働く（運動状態の慣性)。

文献：島津理化学器械目録,１５頁,３１頁

憐

ｌ物性論及力学－２

玻璃版及水面粘着試験器
硝子粘着板

粘着板,ガラス製

AdhesionPlateofGlass

｢文部省交付物理機器」（粘着板）

LiquidAdhesionPlate

力学011

２点，付臺属品２個

径６，高さ６，ガラス厚さ０．５ｃｍ

1円５０銭

石川県自然史資料整備室

本器のガラス板の表面を研磨して滑らかにす

ると,２つを互いに重ね合わせると密着して，

容易に離すことはできない。この接着する力

を粘着力adhesionと云う。この粘着は色々

な材質間でも観察することができる。また，

固体と液体,例えばガラスと水の問でも見ら

れ,ガラスと水の界面が張力により，引き上げ
られたようになる。

文献：飯盛物理学上篇１１版,８８頁

教育品製造会社目録,２３頁

〃

補
子
粘
一
増
頻金鎧
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ｌ物性論及力学－３

鉛製粘着試験器
鉛粘着板

粘着板，鉛製

AdhesionPlateofLead

｢文部省交付物理機器」（粘着板）

LiquidAdhesionPlate

力学０１２

１点

径５，高さ７ｃｍ

１円２５銭

石川県自然史資料･整備室

/２鉛本器は鉛塊の表面を研磨したものを接着面に
したものである。鉛でもよく研磨して平滑面

とすればガラスの場合と同ように密着する。

ただ,鉛はやわらかいから,取り扱いには,注意

が必要である。密着の原理はガラス板の場合

と同じである。

文献：飯盛物理学上篇１１版，８８頁

教育品製造会社目録，２３頁

粘
着
瓶

Ｉ物性論及力学－４

槇杵

槙杵（こうかん）

慣杯，杯木製，重錘付
Lever

(SimpleLever,withLeadWeights）
｢文部省交付物理機器」（木挺天秤等）

LeverApparatus

丸め
力学014

１点

竿の長さ６２，幅３，フック３５ｃｍ間隔で８個

支柱高さ２０cm，錘（代替品）

台径１５cｍ

７５銭

石川県自然史資料整備室
/ゲ積

行竿はかりでの,支点,力点の位置と錘の働きの

関係を実験する装置である。竿のカギに錘を

吊るして,その支点からの距離と錘の数（重
さ）との関係が理解できる。槙＝テコ,'千＝

テコ棒を意味する。

文献：飯盛物理学上篇１１版,１４７頁

教育品製造会社目録,１７頁
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Ｉ物性論及力学－５

滑車定車動車，滑車錘
滑車

Pulleys,Oapstan,WheeLandAxle,

withLeadWeights
｢文部省交付物理機器」（滑車）

PulleyaWheel
力学０２０（破損廃棄）

（力学３３５のデータ）

幅７３，高さ８３，奥行１５，定滑車径９．５，複滑車

径大６．２，小４．５，輪軸径大１９，中１２，小３．５

紋車径４，高さ９ｃｍ

錘鉛製約１０個

滑車２４円５０銭，錘３円５０銭

石川県自然史資料整備室

現存しない機器であるが,参考として同名の機

器（力学335）を挙げる。

定滑車３個動滑車３個,輪軸１個,絞車１個で

構成した滑車の働きを理解するための実験装

置である。滑車を色々に組み合わせて使用す

ることにより，同じ重さの物体を引き上げるに

も必要とする力が変ることを理解することが

できる。

文献：飯盛物理学上篇１１版,159頁～

１１獺
Ｉ

‐
１
⑧

諒
嗣

△
印

ド三一鑑

、

蒜
字

えり

Ｉ物性論及力学－６

車輪車軸

軸車

輪軸，車地

ArborWheelandCapstan
｢文部省交付物理機器」（螺旋並模等）

Axle

力学０２１（｢引継目録」の「車輪車軸」

は，本機器と１－２１力学０２５からなる｡）

２点

イ．輪軸，径（大）１５．５，

（中）７．５，軸２２ｃｍ

口車地，台l5x15，

高さ１０．５，軸径４．５，棒１５cｍ

２５銭

石川県自然史資料壜整備室

征輪軸 口車地

几／鋤

輪軸と車地はいずれもテコの原理に基づいて，

大きな力を生み出すために作られた道具であ

る。車地は絞盤,万力,紋車などとも呼ばれて

いる。港で漁船を陸に引き上げたり,地引網を

引いたりする時にも使用されている.

文献：,島津理化学器械目録,２５頁

3８



ｌ物性論及力学－７

斜面附属品共
斜鬘面ィ,ロ

斜面,付属品３点

ThclinedPlane

｢文部省交付物理機器」（螺旋並模等）

InclinedPlane

イ

力学０２２

３点（斜面２点，台車１点，錘１個）

イ幅３８，奥行１０，高さ１８ｃｍ

台車ｌ２５ｘ８（車径3.5×３個）

口１１層４３．５，奥行１Ｌ５，柱２Ｌ５，滑車径３．５cｍ

５円５０銭

石川県自然史資料.整備室

斜面上の荷車の動き(慣性)は,斜面の角度によ

り変り,角度が大きくなると,滑りに対して大

きな力を必要とする。これを定量的に実験す

る装置である。（イ)は斜面の角度は可変であ

り,読み取る事ができる。

右図は(□)であり,斜面の角度は￣定である。

文献：島津理化学器械目録,２５頁

lJDDU■･▽~・・ﾛ■■守口五一一

驫霧鍵;，

ｌ物性論及力学－８

螺旋

螺旋イ，□

螺旋模型

SquareScrew-thread,ScrewPressoflron
｢文部省交付物理機器」（螺旋並櫻等）

Screw

力学０２３（破損廃棄）

２点

２円

43イロ 螺螺旋は巻戻して広げれば斜･面であるから,斜面

の原理によって螺旋も大きな力を得るために

利用されている。右図の装置はハンドルを回

すことにより,軸の下端で大きな力が得られ,下

に置いた物体を押さえつけることができる。

この原理は圧搾器や他の多くの機器で利用さ

れている。

文献：教育品製造会社目録,１９頁

3９



ｌ物性論及力学－９

模

模

模ノ理ヲ示ス器

WedgeApparatus,with3Different
Wedges
｢文部省交付物理機器」（螺旋及模等）
Wedge 蕊Uni霧miiimi11iiiiIiI』Ui'ご■らl1iilili

…￣~・露協~－Ｊ･･玲而噸籔竺鍵.…

両；

力学０２４

２点（角度の違う模３個）

巾４５，奥行き13,高さ２０，滑車径０５ｃｍ

模（1:10,1:5,1:3,）長さ１８．５，縦３．６×２ｃｍ
ローラー径４．５cｍ

４５銭

石川県自然史資料整備室

「くさび｣の原理は斜藝面の理に基づくものである

ことを説明する実験装置である。くさびの端に

錘のついた糸を付け,その力で上の台に載せた物
体を持ち上げる様子を観察する。

くさびの刃の角度により,必要とする錘の重さが
変化する。

文献：飯盛物理学上篇１１版,１８０頁

zゲ槻

ｌ物性論及力学－１０

羽毛金銭墜落試験器
羽毛金銭落体験器

（真空落体試験器）

真空中金片羽毛墜落試験器
Fallnlbe

｢文部省交付物理機器」（金）十毛片管）
GuineaandFeather1nlbe

鬮
ｌ
ｌ

力学０２７，（破損廃棄）

2点

（力学１１７のデータ）

管の長さ９６，径７，台座径１４cｍ
２３円５０銭

石川県自然史資料瘡整備室

現存しない機器であるが参考として同名の機
器（力学117）を挙げる。

真空ポンプでガラス管内部の空気を排気して，
内部にある金銭と羽毛を同時に落下した場合
の様子を観察する実験装置である。物体の落
下は空気の抵抗がなければ,同じ速度で落下す
ることが分かる。

文献：島津理化学器械目録,１９頁

ＴＩＩ川ＭＩＩ》鏑“》艤鯲

船翻

２７

１
１
、

調
竜
雲
麺
鴻
伸
溌
鶏

力学117
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ｌ物性論及力学－１１

遠心力試験器

遠心力器

遠心器（遠心台と試験用器具）

CentriftlgalMachine
｢文部省交付物理機器」（中心力）

CentralForces

回転台と遠心力試験軽重球

幅45,奥行29,高さ19,プリー（大）径２５，

（小）４cm,回転体長さ２０５，高さ６，球

（木.コルク）径３cm。

力学０２８

６点

１７円５０銭

石川県自然史資料整備室
l高さ２９， 3高さ２５

手動回転台と６種の試験用器具があり,遠

心力により,それぞれがどのように形が変

るかを観察する。高速に回転すると大きな

遠心力が生まれることがよく理解できる。

文献：教育品製造会社目録,２４頁

径３０

高さ４０

４

／
円

2長さ１７，

径２．５cｍ

Ｚｒ器ｽﾞG嚥 5径

５１
３

叺
さ
径－高

穴

1弾線球，２重液(水銀入り）（2本付き），３ガバナー

（鉛錘径２５），４弾線球（１本付き），５ガラスカップ

ｌ物性論及力学－１２

振子試験器

数学的振子

振子

SimplePendulum
｢文部省交付物理機器」（朧）
Ｐｅｎｄｕｌｕｍ

Ｍｎ三-'一五百節

力学０２９（破損廃棄）

１点

７５銭
宇乏７ 蟻

喋
的
振
子

振り子の定則を説明する目的のものを,数学的

振り子と云う。鉛球を細い糸に吊るしたもの

で,右図のようなものである。糸の長さと振動

数,振巾等の関係を学ぶことができる。

文献：飯盛物理学上篇１１１版,２３７頁～
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ｌ物性論及力学－１３

重心試験器

重点験器

力の平衡（安定性）の説明のための器機

ApparatusforStableEquilibrium
｢文部省交付物理機器」（重心力）

CenterofGravity

３］ ２ ４

力学033

１５点（付属品２０点）

イ立体の重心説明器（サイズ別記）

口奔馬Ｈｏｒｓｅｉｎｇａｌｌｏｐ２種

Ａ，胴10,錘線１３，台高さ１９，幅２０，奥行９

Ｂ，胴11×８，錘線２０，台高さ18,幅12,奥行

ヤジロベエ（平衡説明器）横２８，鉛錘径２，

台幅15,奥行７，高さ１６ｃｍ

八転上体（円錘体と斜面）

幅４１，奥行14,高さ１４，台の高さ４．５，

両垂体長さ１２，中心部径７ｃｍロ

１３円２５銭

石川県自然史資料整備室

A↓↓Ｂ
＜

重心と安定性の関係を説明する実験器具が,セ

ットになっている。写真上は立体の重心の説

明をするために,鉛付き円板,三角形板,四角形

板などを立て安定性を学ぶ。写真中は馬の模

型の下に錘を付け,重心の位置を下げることに

よる安定性を学ぶ。ヤジロベエは腕の両端に

つけた錘により,重心の位置の低下により,安

定に立つことを知る。

写真下は斜面の上にのせた錐体に鉛の錘を付

けることにより,斜面上の止まった状態に置く

ことができることを示す装置である。

文献：島津理化学器械目録,２２頁
ハ

イのサイズ

Ｌ高さ１３，底径９cｍ

２．高さ１８，台下０３×６．３，上径６cｍ

３高さ２５，台下６．３×６．３，上径６ｃｍ

４．円板径１５，支柱１７，台径１１ｃｍ

５．－辺１５，厚さ１．２ｃｍ

６．－辺１２５，厚さＬ２ｃｍ

７．球径(大)４，（小)２５，棒１１５ｃｍ

８長さ１８，針４ｃｍ

4２



ｌ物性論及力学－１４

衝突球

衝突験器

衝突球

PercussionApparatus
｢文部省交付物理機器」（衝突球）
CollisionBalls

１

Ⅱ

力学０３２，い6447，い－CII－１８．

１点

巾２６，台の径18,高さ６２ｃｍ

木製球５個径３．５，ひも５０cｍ

７円２５銭

石川県自然史資料整備室

ワ
ヘ
年3

衝
襲
褒
碁

大理石の球５個がそれぞれ金属線２本で吊るさ

れている。端の球に力を加えると,その球の振れ

は隣の球に伝わり,順に揺れる。この球の振動は

繰り返しておこり長く続く。

文献：島津理化学器械目録,３５頁

所
Ⅳ
州
Ⅲ
胆
し
謬

ｌ物性論及力学－１５

メートル

メートル尺

巻尺（巻込,長さ２m）

LineTapeMeasure

力学001（破損廃棄）

１点

（布製）

長さ２ｍ

２５銭

センチメートル,メートル用の巻尺である。

布製,金属製などがある。

物理学ではＣＧＳ単位を使用することから，メ

ートル尺での長さの測定のために必要である。

特に,従来は尺貫法を使用していたから,メー

トル尺を学ぶことは重要であった。

文献：島津理化学器械目録,２頁

／～〆
Ｉ

ｒ

ル

尺
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ｌ物性論及力学－１６

ヴエルネル尺
ベルニヤ

副尺，遊尺模型

VernierScale,Nonius

刀【

t二二 、Ｉ■Ｔ

Ｌ】

当』
、

力学003

１点

目盛１０cmの模型

８５銭

――し一
彦
Ｉ
朕
。
０

’
ョ
▲

＄
Ⅲ
」
詑

鱗
．
‐
Ｉ

副尺の説明図

フランスの数学者PierreVernier（1580-

1637)が考案したといわれている副尺を付一

けた物差しである。右図に示すように,主尺

の９目分を10等分した目盛をもつ副尺を

付けることにより,主尺の目盛の読みを,さ

らに十分の－のスケールまで読むことを可能

としたものであり,正確な長さの測定には必

要不可欠なものである。副尺は角度の測定に

おいても使用されている。

文献：飯盛物理学上篇１１版,１６頁

島津理化学器械目録,４頁

⑱へルニニ

α
】

ヤ

Ｉ物性論及力学－１７

槇粁天秤
秤

天秤

DemonstrationBalance

力学０１６

１点（分銅７個，天秤皿３点）

分銅200,100,50,20（2個）

１９（3個）（欠損）

巾４３，奥行き２３，高さ７７ｃｍ

１０円

石川県自然史資料整備室

本器は実用の物理実験用天秤であり,分銅は，

200ｇから１９までの７個である。測定試

料により,測定皿を変えることができる。

文献：飯盛物理学上篇11版,１４７頁
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Ｉ物性論及力学－１８

胡桃割り

胡桃割

ぐるみ割り器

ＮｕｔＣｒａｃｋｅｒ

力学０１９（破損廃棄）

１点

２５銭

硬いクルミの実を割るための本器は,圧砕器の

原理を使用したものであり，１本または２本の

腕のテコ(槙杯)でできている。

右図の(甲)は力点,（乙)は重点(作用点)，（丙)は支

点であり,力点に加えた力は,数倍になり重点の

クルミに作用して,実を割る。この型の機器は

ワラ切り器,紙の裁断器などにも見られる。

文献：飯盛物理学上篇１１版,146頁

穰
鯏
桃
釧
則

７ノ

４

Ｉ物性論及力学－１９

物理学用天秤

化学秤

化学天秤

OhemischeWage,PrecesionBalance

力学018,22-3-227,は－Ｂ－６１．

１点（分銅１セット）

ＪＦＬｕｈｍｅ＆ＣＯ.,Berlin
J・ＥＬＵＨＭＥ＆ＣＯ・BnRJjIN

巾２８．５，奥行き２３．５，高さ４３cｍ

１５円５０銭

金沢大学資料館

ドイツ製の精密化学天秤であり,分銅は５０９

～１９と,アルミ片５００ｍｇ～１ｍｇである。化学

天秤は化学。物理学の実験。研究には欠かせ

ない重要な測定機器である。本器の支点を構

成するナイフエッジはメノウ製である。

文献：リッテル物理日記二編,巻一,第９回

Ganot，６４頁

/Zr軒学化
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Ｉ物性論及力学－２０

紙製螺旋雛型

螺旋模式

螺旋模式

ArrangementfbrExplainingScrew

力学

１点（破損廃棄）

－（｢図入目録」に記載されていない｡）

5銭

品目名から島津理化学器械目録より,螺旋模式と

見られる。三角形の紙を棒に巻きつけると螺旋

となることを示して,螺旋の働きの説明を行う教

材である。

文献：飯盛物理学上篇１１版,174-180頁

島津理化学器械目録,２８頁

ｌ物性論及力学－２１

車輪車軸

変形軸車

螺糸

（ウォーム及びウォームホイール）

ＷｂｒｍａｎｄＷＯｒｍＷｈｅｅｌ

力学０２５（(｢引継目録」の「車輪車軸」

は，本機器と１－６力学０２１からなる｡）

２点

巾１８，奥行き10,高さ１６ｃｍ

ウォーム径４，長さ１５．５ｃｍ

ホイール径９．５ｃｍ

２５銭

石川県自然史資料整備室

ウォームギヤーは回転速度は低下するが,大き

な力が得られること,回転方向が直角に変るこ

とが特徴である。深い井戸の水をくみ上げる

ために,よく用いられた。ウォームの１回転で，

ホイールの１歯分の回転がおきる。

文献：島津理化学器械目録,３８頁

Zｉｆｒ

評
火
形
軸
古
丁

［
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Ⅱ熱学一］

華氏験温器

験温器イ，ロ

華氏温度計棒状212°Ｆ－１°Ｆ目

Fahrenheit,sThermometer

｢文部省交付物理機器」（水用寒暖計）

Thermometer（fbrliquid）

Ｗ：
熱学００２（破損廃棄）

１点

２円５０銭

Ⅱ
華氏目盛のガラス棒寒暖計である。ドイツ

のGFahrenheitが１７２４年に始めたもので，

同氏の中国語記載｢華倫海｣から,華氏と呼ばれ

るようになった。人の体温を100°Ｆとして，

海水の氷点を０．Ｆとした。華氏と摂氏の関係

はＦ＝（9/5）Ｃ＋３２である。現在は殆どが,摂

氏目盛を使用しているが,米国では,今も華氏

を使用している。

文献：島津理化学器械目録，８５頁

Ⅱ熱学－２

金属長径膨張試験器

長径膨張試験器イ，ロ

金属線條膨張器

Pyrometer,fbrDemonstratmgLinear

Expansion
｢文部省交付物理機器」（バーエンドゴージ）

ＢａｒａｎｄＧｕａｇｅ

熱学００５イ，１９－４－２５．

２点

Ｅ・SRitchie,Boston
E.Ｓ,ＲＩＴＣＦｎｎＢＯＳＴＯＮ

巾３８，奥行１０，高さ３４，メーター径１３ｃｍ

１１円

石川県自然史資料壜整備室

￣

■■ 17必凹 ５

本器の両端の固定柱に試料霞金属棒を固定して，

金属棒をアルコール焔で加熱する。加温によ

る金属棒の膨張による延びが,計器の目盛に

表示される。２種の器機で目盛の表示法が

異なっていた。

写真の機器は－部破損している。

文献：Ernecke,１８４頁
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Ⅱ熱学－３

パラボラ返射鏡 イ
温線反射鬘鏡イ，□

熱線反射壜凹面

IIWoConcaveReflectingMirrorsfbr
RadiantHeat

｢文部省交付物理機器」（返射器）

Reflectors

熱学００９，い64113．

イ：５－３－１９７,い－CII-51,口：６－３－１９７,い－CH-51

２点

イ：パラボラ２個，径２０，高さ３３，鉄球径４，ロ

支持台高さ３０，試料台皿径４５，高さ３４ｃｍ

ロ：パラボラ２個，径２６，台座間ロ10,奥行１８，

試料かご径９，高さ６，鉄球径４．５ｃｍ

３０円

イとロのいずれが交付機器であるかは不明。

石川県自然史資料壜整備室

＄１
鐺

￣￣

鐺鉋

鱗

,蕊2つの拠物面鏡と金属球とその支持台,可燃物

支持台から構成されている。金属球を高温に

加熱して鏡の焦点に置くと,その熱線が他方の

鏡に反射して,その焦点に置いた可燃物は発火

する。写真上と下では,支持台が違っている。

熱線（赤外線）も通常の光線と同様に鏡で反

射蕾することを示す実験機器である。

文献：島津理化学器械目録,１００頁

０
【二

Ⅱ熱学－４

銅鉄縫合版

銅鉄縫合板イ，ロ

鋼鉄縫合板

CompoundBarofCopperandlron
｢文部省交付物理機器」（コンパウンドバール）

ＯｏｍｐｏｕｎｄＢａｒ

熱学０１２，イ，□（破損廃棄）

２点

３円２５銭

銅板と鉄板を張り合わせたものであり,加温

すると銅と鉄の膨張率の違いにより,鉄を内

側として藝曲する。参考までに,銅の膨張率

Ｌ409×10-5/deg，鉄は１．１５×10~5/degで
ある。金属の熱膨張についての実験教材で

ある。膨張率の違う金属を張り合わせたも

のは,バイメタルや金属温度計などに使用さ

れている。

文献：島津理化学器械目録,８３頁

／ ﾕイ 多鳳

i鑿
衾

嫁

(‘鐘=鐸二参
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Ⅱ熱学－５

ウオルラストン氏蒸気試験器

オルラストン氏水槌

ウオラストン氏結氷球

CryophorousafterWOllaston
｢文部省交付物理機器」（ウヲラストン氏器械）

WOllaston，ｓＥｎｇｉｎｅ

〒

４
熱学０１７（破損廃棄）

Wollaston,WilliamHyde（1766.8.6-1828

1222)はイギリスの物理学者であり,電流,ス

ペクトル,太陽の黒線,パラジュウム,ロジュウ

ムの研究がある。

本器は気化熱を分かり易く示す装置であり,右

図のガラス管に水を入れ,内部を真空にしたも

のである。下の球に水を移し,上の球を冷やす

と,内部の水蒸気は上の球に凝結する。下部の

水は烈しく蒸発する。その結果,蒸発熱（気化

熱）のために水温は下がり氷結する。

文献：教育品製造会社目録,８５頁

ズ
ル

／７

Ａ Ｂ
Ⅱ熱学－６

ファイアシリンジ

起熱管

断熱圧縮器

空気圧縮器

Firesyringe
「引継目録」に記載なし

｢文部省交付物理機器」（ファイアシーリンジ）

FireSyringe

Ｉ

咽UBH地、熱学０２１

１点

サイズは写真Ａのもの，

長さ３１，台幅９，気筒径２，長さ１８．５，

ハンドル幅８．５，高さ６ｃｍ

石川県自然史資料整備室
／２

逃
熟
管

本器のピストンで内部の空気を圧縮すると,内

部の温度が上昇する。圧縮熱を理解するため

の機器である。発熱するところからファイア

シリンジと呼ばれた。

文献：ＭａｘＫｏｈＬ６２７頁

『
▲
④
６
６

4９



Ⅱ熱学－７

摂氏験温器

ノルマール験温器

摂氏寒暖計

Thermometer,０（Celisius）
｢文部省交付物理機器」（水用寒暖計)*

Thermometer（fbrliquid）

認
一

一一》

熱学022,15-4-95.

1点

長さ４４，径１ｃｍ

外箱長さ４６，巾３，厚さ３CII］

２円

Ｓ・Gerhardt,Merguart,ｓＬ・

石川県自然史資料整備室

鯉jZZ

ノ
ル
マ
し
駿
温
懇

摂氏目盛りの棒状水銀寒暖計(-12℃～110°Ｃ）

である。摂氏はスウェーデンの物理学者

AOelsiusの中国語記載名｢摂爾修｣に由来して

いる。1742年に純水の氷点を0°Ｃとし,その沸

点を100°Ｃとして,目盛をつけたことに始まっ

ている。正しくは,－気圧の下での水の氷点と

沸点を基準としている。現在,標準的に用いら

れている温度計である。熱学001も寒暖計で

あるが,破損廃棄となっている。

文献：教育品製造会社目録,８０頁＊本＋鑛本器または華氏験温器のいずれかが該当する。

Ⅱ熱学－８

金属体積膨張試験器

体積膨張試験器

金属球膨張試験器

ApparatustoShowExpansionofMetal
AfterGravesande

熱学００６（破損廃棄）

２点

５円２５銭

金属球(銅製)を吊るした把手と，この球を低温

（室温）で通過する金属の穴のある三脚台よ

り成っている。金属球を加熱すると,熱膨張に

より大きくなり，穴を通過することができなく

なる。再び,冷やすと球は穴を通過する。これ

により金属は加熱により膨張し,冷却で収縮す

る事を学ぶ。

文献：島津理化学器械目録,８４頁

‘イン1F、

篭
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Ⅱ熱学－９

蒸気機関模形

蒸気械器雛型

蒸気機関模型

イ

ModelofSteamEngine，
写真ロ「文部省交付物理機器」（回転噴出シ）

RevolvingJet

熱学０１３イ，ロハ

イい64114,29-4-120,い－CIl-41A．

□い６４１１４，２９－４－１２０,い－ＣＨ－４１Ｂ

ハい６４１１４，２９－４－１２０,い－CII-41C，

２点

イ：幅４０，奥行１７，高さ２５，弾み車径14,

ピストン径１，外径２．５，高さ５ｃｍ

ボイラー間口６，奥行１４，高さ２３，煙突径２ｃｍ

□：間口２１，奥行１２，高さ２９，金属球（釜）９．５ｃｍ

ハ：ボイラー径９，高さ９，弾み車９．４，ピストン径ハ：ボイラー径９，高さ９，弾み車９．４，ピストン径１，

長さ４cｍ

４０円

石川県自然史資料整備室

□

アルコールランプで蒸気缶を加熱して,蒸気を

発生して,縦型のシリンダー内に送ると,ピス

トンが動き,弾み車が回転する熱機関であり，

蒸気機関の原理を理解するための教材である。

写真イは蒸気釜と機関部分が別になり,蒸気

を鋼管で送気して,ピストンの上下運動をして，

弾み車を回転している。

写真ロは銅製の球状の釜があり，これに水を入

れて加熱すると,発生する蒸気が側面にある噴

出口より出ることにより,釜が回転する。

写真ハは蒸気釜の横にピストンを縦に配置し

たもので,弾み車の回転に合わせて,ピストン

も首プリ運動をするモデルである。

文献：島津理化学器械目録,１０４頁

金沢大学資料館だよりＮ０１５，４－５頁

「
Ｌ

仏ｂ－ＵⅣ毎㎡

ハ

注：ロはRevolvingJet回転噴水器。

「文部省交付物理機器」「回転噴出

シ」（気論)。
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Ⅱ熱学－１０

トベライネル氏点火器
トラヴエルヤン装置

トレヴェリアンロッカー

InPeveryan，sRocker

熱学０３１

１点

長さ１２，｜釿面下３，斜壜面２cm，

保持部長さ１２cm，全長２４cｍ

５円５０銭

石川県自然史資料整備室

本器は点火器となっているが,これに相当す

る機器は「トラヴェルヤン装置」しかなく，
音響実験の機器である。Erneckeのカタログ

では，「異なる物体の共振による音の観察の

ための器機」とあり,腹部に溝のある銅製の

揺杵（図の太い部分）を加熱して,熱伝導の

低い鉛製枕にのせ,揺打の振動により音が発
生することを観察する。音を大きくするた

めに共鳴箱の上に載せて行う法もある。

文献：島津理化学器械目録，７４頁

Ernecke，４２０頁

ｒ
ラ
ヴ
エ
ル
ヤ
ン
時
窪
浮
些

／，

Ⅱ熱学－１１

チンダル氏試験器
チントリー氏装置

チンダル氏収縮力試験器

IIyndalrsContractionApparatus

熱学032,48-5-88.

1点

幅２８，奥行１２，高さ１２ｃｍ

試料鉄棒長さ２３，切り口２×２ｃｍ

1円７５銭

FerdinandErnecke

石川県自然史資料整備室

７Ａ
切Mjlfされた鉄棒

千，２
二一

試料鉄棒を本器に設置して左端を固定して,バ
ーナーで加熱する。鉄棒が熱膨張したところ

で,右端を硬く固定する。この鉄棒を冷却する

と収縮して,保持している力が耐え切れず,つい
に切断される。

文献：島津理化学器械目録，８４頁
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Ⅱ熱学－１２

ダブルラジオメートル

ラジオメートル

ラジオメーター

Radiometer

』1１，１

蝋
鯵澗ｉｉ′

､lil;lliiiL熱学０１５

１点

台座径６，全高２３，ガラス球径５．５，高さ５ｃｍ

回転翼ｌｘｌｃｍ

６円２５銭

石川県自然史資料.整備室

`鱗)綴
、収〆蝋鰹』蟻

本器はCrookesにより発明されたもので,ガ

ラス球の中に,アルミニウム線で支持された

4枚の羽でローターが作られている。この羽

は薄い雲母板で,片面に煤（スス）が固着さ

れている。内部の空気は適度に排気されてい

る。光線や熱線などの輻射壜線を照射するとロ

ーターが回転しはじめる。羽の黒色面を光源

に向って回転する。回転速度は光源の強さに

依る。本器はローターが２個のものである。

／づ、

レ
ーー
ズ
ー
レ
オ
『
メ
ー
、
ｒ
ｊ

文献：Ganot，４４０頁～
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lⅡ気学－１

排気機

弁門排気機イ，ロ

排気機

VacuumPump
｢文部省交付物理機器」（排気鐘）

ＡｉｒＰｕｍｐ

力学062（破損廃棄）

２点

８７円５０銭

ｲﾕｨﾛ霧上図は｢島津理化器械目録表｣の排気機である。

手押しポンプ式に腕を上下に動かしてシリン

ダーピストンを動かして,排気鐘内の空気を排

気する機器である。図の左側の円板の上にガ

ラス排気鐘（受器）を置く。

なお，「物理器械図入目録図｣には力学０６１活

栓排気器,０６３ビアンキ氏排気器が記載され,ど

れが中学師範学校に交付されたものか,同定は

できない。

文献：島津理化器械目録表

lⅡ気学－２

受器

硝子鐘イ，ロハ

玻璃鐘

BellGlassReciever

｢文部省交付物理機器」（受器）
Reciever

イ

蝋驫』
！#鑪鍵へ

力学０６４イ，ロハ

1点

イ径２２，高さ２５ｃｍ

10円（1個の値段）

石川県自然史資料壜整備室

前項の排気機の硝子盆の上に載せて,内部を減

圧するための,肉厚の硝子鐘である。

文献：教育品製造会社目録,６０頁 “瞳（捕
手

幽愈“
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ⅡＩ気学－３

球頭壜

球頭壜排気器附属

排気の量を験する器

BoltHeadBottle

｢文部省交付物理機器」（ボールトヘッド）

ＢｏｌｔＨｅａｄ

力学０６５（破損破棄）

１点

１円２５銭

本器の球頭部分はゴム製であり,壜内は大気圧

として,これを上図の様に受器に入れて,排気機

の皿の上に置き排気する。排気が進むにつれて

球頭が次第に大きくなることを観察して,受器

内部の気圧の低下を知ることができる。

文献：島津理化器械目録表

lⅡ気学－４

凍水器

氷結験器

レスリー氏氷結器

Leslie，sFreezingApparatus
｢文部省交付物理機器」（フリーザル）

FreezingApparatus

力学０６６（破損廃棄）

１点

７５銭

右図の中央の容器に水を入れる。外側の容器

には濃硫酸を入れる。これを排気機の硝子鐘

の内部に設置して,内部を排気・減圧する。

水の蒸発により蒸発熱を奪われ,水温は低下し

て,やがて氷結する。濃硫酸は硝子鐘内の水蒸

気を吸収するために加えている。

文献：島津理化学器械目録,９３頁

5５



ⅡＩ気学－５

マグデハルグ半球
マグテンブルグ半球イ，ロ

マグデバルグ半球鉄製

MagdeburgHemispheres
withStopCoｃｋａｎｄＳｔａｎｄ
｢文部省交付物理機器」（マグデベルグ半球）
MagdeburgHemispheres

.(il蕊診

力学068イ，ロ

は-6450,は-6451，

い－CH-12，い－CH-１３．

２点

ESRitchie,Boston，
ＥＳ・ＲＩＴｃＦ｢ｍＢＯＳＴＯＮ

イ.径１１５，高さ１３ｃｍ

口径ｌＬ５，高さ１４．５ｃｍ

（ストップコック付篝き）

１２円

金沢大学資料館

〃斑ロ

マ
グ
一
丁
『

亨

鷺言
<≦ﾐﾆﾆｭ＞ ､

マグデブルグが１６５４年にこの銅製の半球を

密着して,内部の空気を排気すると,容易には

ずれないことを示した実験の模型である。

地上には大気圧があることを証明した。

文献：Ganot,１５０頁

lⅡ気学－６

ヒーロー氏噴水器
真空噴水器

真空噴水器

VacuumFountain

｢文部省交付物理機器」
Hero，sFountain

９露(蕊>-て

(ヒロースファウンテン）

力学０７１

２点

径９，全長118,ガラス管１０９ｃｍ

１６円

石川県自然史資料整備室 グ／

」
呉
蛍
靖
禾
愚

まず,ガラス管内部の空気を排気する。次にコ
ックを水の中に入れる。ガラス管を真っ直ぐ゛

に立て,コックを開くと,水が内部に噴き出て，

噴水のようになる。外部の水は大気圧に押さ

れているから,ガラス管内部に吹き出るのであ

る。大気の圧力を示す実験機器である。

文献：島津理化学器械目録,６３頁

攪一簔臘了
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lⅡ気学－７

濃気筒，儂気器附属品共 イ

濃気器イ，ロ

圧縮卿筒，濃気器

AirCompressor
｢文部省交付物理機器」（コンデンサル）

Condenser,CondensingChamber

□

力学０７４イ，ロ

濃気器附属品共４点,濃気筒１点

イタンク径１１，高さ１７．５，

ポンプ長さ18,径２．５ｃｍ

口タンク径１３，高さ１７．５，

ポンプ長さ18,径３cｍ

ＩｉＪｈＬｊｉｌ
ｕＥｊ－

濃気器附属品共３円５０銭,濃気筒９円５０銭

石川県自然史資料整備室 Ｚ

手押しポンプで空気を圧縮して,高圧空気をタ

ンク内に貯め,必要に応じて取り出す装置であ

る。写真ロのタンクの空気排出口には細い金

属管が付けられて,空気を放出しながら回転す

るようになっている。

文献：島津理化学器械目録,６９頁

lⅡ気学－８

タンテーラス氏鐘

轡曲硝子吸液器

タンタラス杯

TantalusCup
｢文部省交付物理機器」（タンタラス氏の高脚杯）

TantalusOup

<Ｃ＞

句白日Ｆ
力学０８２

１点

径底７，カップ６．５，口９clll，高’０cm，

全高１４．５，サイフォン高６cｍ

２円５０銭

石川県自然史資料整備室 '２

驫
巧
歯
檎
子
蝋
汲
霧

本杯に水を注ぐといくらでも入るように見え

る。ゆえに｢魔杯｣とも呼ばれた。これは杯

の内部にサイホンがあり,水は脚の中の管を通

って排出されるからである。

文献：島津理化機器目録表

ＭａｘＫｏｈＬ３８０頁
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IⅡ気学－９

重り及浮だ

浮乏ノ理ヲ験スル器

Weightandbuoyoncy
｢文部省交付物理機器」（重り及浮だ）

WeightandBuoyoncy

:驫露，､巻

1Ｆ

型1M噂調！璃朧丙（本器は「引継目録」「図入目録」に

記載されていない｡）
露鑪:i鍵議i鑓議譲

本器は物体の浮力について学習するための機

器である。図のように,ガラスカップに水を入

れて,物体をその中に入れると,水の比重より

軽い物体は,その物体の排除した水の質量と物

体の質量とが一致するところまで沈む。排除

した水の量の大小は右のガラス管で示される。

同じ大きさでも重い物体では排除する水の量

は多くなる。

文献：島津理化器械目録表

飯盛物理学上篇１１版,３４２頁

｢島津理化器械目録表」より

ⅡＩ気学－１０

卿筒吸上並抑圧

卿筒

卿筒模型吸上及抑圧,水槽付

ＭｏｄｅｌｏｆＳｕｃｔｉｏｎａｎｄＦｏｒｃｉｎｇＰｕｍｐ

葦
力学057,25-6-58

1点

巾２９，奥行き１６，高さ４２ｃｍ

シリンダー３×１５ｃｍ，下の管長さ１２ｃｍ

１２円

石川県自然史資料･整備室
I，

手押しポンプの模型であり,写真左は吸上ポン

プでシリンダーの上部に水の噴出口がある。

右は抑圧ポンプで,シリンダーの下部に水の噴

出口がある。抑圧ポンプでは加圧室を付ける

ことにより，水が連続的に噴出する（下図参照)。

いずれも,内部のピストンを上下することによ

り,水を吸い上げ作動する。

文献：教育品製造会社目録,４８頁

殖Ｗ
JLT÷

同
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IⅡ気学－１１

玻璃筒護謨膜
玻璃筒

硝子円筒

露
樒
鐘
一
・
国

竜

､

GlassCylinderwithRubberMembrane

力学０６９

１点

径２４，高さ１９，上口径３．５，内径２，長さ４ｃｍ
1円２５銭

石川県自然史資料整備室

底にゴム膜を張り，内部の空気を出し入れして，

気圧の変化による膜の状態の変化を観察する。

文献：島津理化学器械目録,６３頁

'７

鑛
塙
咳
同

莉需

l1lL1

ⅡＩ気学－１２

空気膨張試験用連通壜
空気膨張用連通器イ，口

転水瓶

CommunicatingBottle

力学０７０イ

１点

壜径６，全高２０，壜高さ１２，口３ｃｍ

連結管口間隔７cｍ

２０銭

石川県自然史資料囑藥備室

一方のガラス瓶に水を半分ほど入れる。この

瓶を加温して内部の気圧を変化させると,水は

他方の瓶に移動することを示す実験機器であ

る。空壜を氷で冷やしても水は移る。

文献：島津理化学器械目録,６３頁

ｸﾞｸｲ

堕
託
膨
脹
劇
逹
逼
駕

可
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lⅡ気学－１３

アネロイド気圧計
アネロイド気圧計

アネロイド晴雨計
AneroidBarometer

力学０７３

１点

径16,厚さ６，下部の径１２，指針９cｍ
３円

Ｒｅａｕｍｕｒ

石川県自然史資料橇整備室 寒暖計

金属の弾性を利用した気圧計で,気圧の感部は
空ごうとⅡ平ばれる中空の箱であり，同心円状の

ひだのついた２枚の薄い金属板を回りで接合
したもので,内部は真空である。気圧の変化で
空ごうが弾性変化し,これを指針で示している。

水銀気圧計より手軽に使用できる。摂氏寒暖
計と華氏寒暖計が付いている。

文献：理化学辞典,２９頁

〆,

ア
ネ
膨
仏
上
議
一
儘
計

ⅡＩ気学－１４

マリオツト氏器械二気圧ヲ験スルモノ
マリオット定則験器

ボイル氏定律を示す器

ApparatustoDemonstrateMariotte,ｓＬａｗ

■■

｢￣Ｔ￣凸

民ﾛ

力学075,43-4-26.

1点，（破損破棄）

力学119のデータ

高さ１２０，ガラス管径０６cｍ（破損している）
２円（｢引継目録」の評価額）

石川県自然史資料壜整備室

現存しない機器であるが参考として同名の機
器（力学119）を挙げる。

気体についてのボイルの法則をマリオットが
再発見したことから，ヨーロッパでは｢マリオ
ットの法則｣と呼ばれていた。

文献：Ganot,１６３頁

マ
リ
ォ
ヅ
ト
定
則
愛
暴

震
＋▲
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IⅡ気学－１５

気秤

気秤

気秤

“1Ｋ

刊

鵜’

Baroscope,Dasymeter

力学２５６のデータ

２点

高さ２１，台座径１０，金属球径８，秤竿１５，

錘径５ｃｍ

１６円５０銭（引継目録の評価額）

石川県自然史資料整備室

繍$

鐵
臘鐘鰻鼬

「引継目録」に記載された機器は現存しない

ので，同名の機器（力学256）を挙げる（表４
参照)。

気秤は空気にも重さがあることを示すための実

験に用いる機器である。金属球に空気を充たし

た時に,秤を平衡に調整しておく。次に内部の空

気を除いた時の重さの変化を測定して,球内部の

空気の重さを求める。また,平衡にした秤を,排気

鐘内におき,周りの空気を取り除いた時の秤の動

きを観察して,空気の浮力を調べた。

文献：島津理化学機器目録，６２頁

2”‐気
評

注：力学２５６は石川県専門学校で購入されたも

のではない。
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1Ｖ音学－１

サバート氏歯車

ジレー子イ，ロハ

サーバー氏歯輪

Sawart,sToothedWheel

｢文部省交付物理機器」（歯車）

lIbothedwheel

イ □ ハ

音学００２（ジレー子）

２点

イ高さ３４，台座径８．５，計器縦６．５，

横８，奥行２ｃｍ

口歯車径１０，高さ１７５，台座径１２ｃｍ

八歯車径１７，高さ８，台座径7.5ｃｍ

９円

金沢大学資料館

サーバー氏歯車とサイレン(ジレーネ)とが－

組となっている。サーバー氏歯車は回転して，

その歯に紙を当てて音を発生させるものであ

る。サイレンは本体の下部より,空気を送りこ

み,内部の円盤を回転させると音が発生する。

この音の振動数は上の箱にある目盛で読み取

る。２つの機器で同時に音を出して,共鳴する

時の目盛が,サーバー氏歯車からの音の振動数

となる。

文献：島津理化学機器目録,７４頁

qbn

：Zｨ厚'、；
官 ！

子

j￣￣￣￣Ｄ－ｑＳ－－

ｒ￣
雀＝ａ

1Ｖ音学－２

風琴管

風琴管

風琴管

OrganPipes
｢文部省交付物理機器」（ヲルガンパイプ）

Organpipe

音学００４，００５

い6485,い6485-92，お－BO-l～９．

１セット（８本）

縦５．６，横６．５，長さ５８ｃｍ（低音）

縦４，横４．５，長さ３２cｍ（高音）

４円５０銭

石川県自然史資料整備室

木製の笛(オルガンパイプ)であり,それぞれの

管の長さにより音が違っている。管の長さと

音の振動数の関係を学ぶ教材.である。右図の

右側の管より,空気を送ると音がでる。

文献：島津理化学機器目録,７６頁

ナ〕乱琴
管
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1Ｖ音学－３

琴弦線一組禎粁
琴

モノコード

Monochord

｢文部省交付物理機器」（度響器）

Sonometer

■．….』■曄態劉舘鯛･"”

許
』

回

~一遍－１
グーーーー

音学００６，い6494,い６４９５，

２点

上：幅７５，奥行き１２，高さ９ｃｍ

下：幅１１０，奥行き１６，高さ９ｃｍ

琴線１００cｍ

３７円

石川県自然史資料整備室

磯

圃

写真上はピアノ線を３本張り,張力をネジで調

節する琴である。写真下は１本のピアノ線を

槙杯で張り錘で加重して,張力を調節できるも

のである。振動数は弦の長さに逆比例するこ

と,また振動数が弦の張力の平方根に比例する

こと等の実験を行うことができる。

右図は懸垂する錘（欠損）と琴である。

写真下の機器を「度饗儀」と呼んでいた。

文献：島津理化学機器目録,７７頁

物理全志,第５巻,３８頁

琴

1Ｖ音学－４

黄銅製振動粁

真楡振動杵

真楡棒の長軸振動

LongitudmalVibrationof
BrassBar

｢文部省交付物理機器」（黄銅棒及球）

IWoRodsofbrass（fbrlongitudinal

Ⅵbration,withstandandivoryball）

■

音学０１０

１点

径２，長さ140ｃｍ

１円７５銭

石川県自然史資料整備室

MaxKohlのカタログには金属棒の長軸振動

を調べる装置として,４本の長さの違った棒が

セットになったものがある。これをハンマー

で叩いて,音を比べるものである。本器はその

ようなものと考えられる。

文献：ＭａｘＫｏｈＬ４３３頁

眞
諭
振一 ノ
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1Ｖ音学－５

調音叉

調音器イ，ロ

調音器（共鳴箱付-音叉）

TuningForkonaResonanceBox．
｢文部省交付物理機器」（ダイアペーゾン）

Diapason

音学０１２

２点

箱幅１５，奥行き９，高さ４ｃｍ

音又全長１６，音叉長さ11,幅Ｌ５ｃｍ

ｌ３円

石川県自然史資料.整備室

/２イゼ調
一三

・日振動数の同じ音叉を共鳴箱に設置したもので

あり,一方の音叉を振動させると,その音に共

鳴して他方の音叉も振動して音を発生する。

音の振動と共鳴の実験を行う教材である。

文献：島津理化学機器目録,７８頁

爵

1Ｖ音学－６

リードパイプ

舌管

舌管

ＲｅｅｄＰｉｐｅ
｢文部省交付物理機器」（リードパイプ）

ＲｅｅｄＰｉｐｅ

音学０１３，Ｂ6-1013,い-6499，お－BＱ－２

－（｢引継目録」に記載がない｡）

リード管長さ２５．５，縦横各６，

送気管径１．５，長さ４，リード部硝子窓８ｃｍ

ラッパ１長さ４０，開口部縦横９，末端２cｍ

２長さ16,開口部ｌＬ５，末端２cｍ

３長さ１４，開口部８．５，末端２ｃｍ

石川県自然史資料鬘整備室

LQ鐵遮一

密,i彦舂
本体のガラス窓の中に弾性金属薄板を取り付

けたリードがあり，これを振動して音を発する

ものである。ラッパの大小により音の拡散が

異なることも学ぶことができる。

文献：飯盛物理学中編９版６６頁

ニユ
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1Ｖ音学－７

真空鈴

真空鈴

真空鈴

｜￣
Ｉ

"…1W舶癖端u鰯礫職鰯Iwdl山②＿抱

懸円印菌

BellinVacuum

｢文部省交付物理機器」（空所鐘）

BellinVacuum

1１

音学（破損破棄）

１点

音学062のデータ

ガラス球:径２０，全高３５ｃｍ

３円５０銭（｢引継目録｣）

石川県自然史資料整備室

現存しない機器であるが参考として同名の機

器（音学062）を挙げる。

球状ガラス容器の中に鈴が吊るされている。

これを真空ポンプにつないで,排気しながら，

鈴の音の変化を観察する。内部の空気がなく

なると鈴の音は聞こえなくなる。音が伝わる

ためには,空気の存在が必要である。

文献：島津理化学機器目録,７３頁

ｲｴ

息
腫
鋳

1Ｖ音学－８

スピーキングトラムペツト

語管

揚声管

Speakingmfumpet

轍

(破損破棄）音学00］

１点

２０銭

誇

濤
上図に示すように,薄い円錐形の錫または青銅

製であり,一端は広く拡がり径約３０ｃｍで,吹き
口は他端にありプ全長約２ｍになるものがある。

遠距離への音を伝えるに使用された。吹き□

から空気が長い管内で振動方向が整えられる

ために,音が拡散することなく伝わっていく。

文献：Ganot,228-229頁

教育品製造会社,６７頁
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1Ｖ音学－９

クーニツク氏音響波動器

キョニッヒ氏瓦斯光付管

ケーニッヒ氏躍焔波動器

K6nig'ｓＭａｎｏｍｅｔｅｒＦｌａｍｅｓｗｉｔｈｌＷｏ１Ｉｂｎｅｓ

ｏｆＰｉｐｅ

音学０２７

２点

FerdinandErnecke,Ｂｅｒｌｉｎｏ

ＦＥＲＤＩＮＡＮＤＥＲＮＥＣＫＥＲｎＲＴＪＮＳ・Ｗ１１

オルガンパイプ縦８，横７．５，長さ１２．５ｃｍ

回転鏡高さ５６，幅37,鏡:縦１５，横12.5cｍ

５円７５銭

金沢大学資料館 左.オルガンパイプ，右.回転鏡

音が空気の振動によることを,焔の揺れで示す

装置である。現在は音波を電流の変化として

オシロスコープで観察できる。オルガンパイ

プの内部に振動膜があり,その振動をガスの流

れの変化に換え,焔の揺れとして観察する。

焔の時間変化は回転鏡に写る焔の像の変化で

見ることができる。

文献：Ernecke，８４－８５頁
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Ｖ水学－１

水搾

水圧器

水圧器模型

ModelofBramaHsHydraulicPress
｢文部省交付物理機器」（圧水器）

HydrostaticPress

力学０３４，い6448，い－CH－３７．

１点

幅３７，奥行２５，高さ３８ｃｍ

ボンプピストン径２，高さ１３，外枠径５ｃｍ

圧縮器径８，高さ１３ｃｍ

１０円

石川県自然史資料壜整備室

ガラスシリンダーの加圧ポンプで水を圧すと

加圧器のシリンダーに入り，ピストンを押し上

げて,試料に圧力がかかる。内部の構造が見ら

れ,働きを理解しやすくしている。

文献：島津理化学機器目録,４１頁

Ｖ水学－２

アルキメース原則ヲ示ス器

アルヒメデス氏定則験器イ，ロ

アルキメデスの原理を示す器

CylindricalPailandAccuratelyFited
Brass-PiecetoDemonstrateArchimedes，

Principle
｢文部省交付物理機器」（アルキミーズ氏ノ法）

Archimedes,Principle

￣

〆

力学041

２点

錘：径３，長さ３．５cm，

中空浮き：径２５，長さ７．５ｃｍ

付蕾属品２点

５円５０銭

石川県自然史資料整備室

ﾁム

ア
と
メ
ー
プ
メ
式
定
則
辮
欝

ﾋゴ

金属製の｢浮き｣と錘より構成する本器を,水中

に入れる前と後の重量を測定する。前では,全

体の重量となるが,水中では錘と「浮き」に働

く浮力のために重量は小さくなる。重量の差

が浮力である。錘の体積と浮力との関係を求

めることにより，アルキメデスの原理を理解す

ることができる。

文献：,島津理化学機器目録,４３頁

劇雫」
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Ｖ水学－３

ハイドロスタチツクベルロース

水糒（みずふいご）

水糒

HydrauticBellows

力学036

１点，付属品

奥行３２，幅４２，高さ１２ｃｍ

導管ロート径９，長さ９，

管径１，長さ４０ｃｍ三本

（ゴム袋は欠損）

東京機械製造会社

２円

石川県自然史資料壜整備室

写真の下部は輪であり，その上に鋼管が

載せてある（使用時の形ではない）

98っＫ

蒲

ゴム袋に水を入れ,その上に板を載せ,25-50ｋｇ
の錘を載せる。ゴム袋についた管の水は上昇し
て,圧力を得ることができる。

文献：ＭａｘＫｏｈＬ３３６頁

Ｖ水学－４

水準

水準器イ，□

水準器

ＳｐｉｒｉｔＬｅｖｅ］

１
力学０３８

１点，付属品２点

幅１４．５，奥行４，高さ１０cm，

水準管径１．７，長さ１５ｃｍ

１円５０銭

石川県自然史資料整備室

３８イロボ
；/筐ガラス管に空気の小胞が残るようにアルコー

ルを入れて,両端を封じたものを,金属枠に固

定して,枠の底面を水平としている。これによ

り面の傾きを知ることができる。写真は金属

管の角度を変えて,空気の小胞を刻線に合わせ
て,測定面の角度を知るようになっている。

文献：,島津理化学機器目録,４３頁

一丁-

薯
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Ｖ水学－５

液類上圧試験器長円玻璃板黄銅板
液体上圧験器

水の上圧験器

ApparatustoShowUpwardPressureofWater
「文部省交付物理機器」（長円体及板）

力学０３９（破損廃棄）

２点

４円

水槽の中に入れたガラス管の底部にガラス円

板や黄銅円板を当て,水中に押し込むと水圧に

より押し上げられて,円板はガラス管の底に張

り付いて,落ちない状態となる(右図)。これは

水中では水の押し付ける力(水圧)があること

を学ぶ教材である。

文献：島津理化学機器目録,４２頁

Ｖ水学－６

ニコルソン氏瀧秤
ニコルソンアレオメートル

Nicholson,sHydrometer

力学045（破損廃棄）

1点

３円

右図のように,水の中に本器を浮かべ,下の皿に

測定試料を入れる。水よりも軽い物体の比重

を測定する。その時の,円筒部分の沈んだ値か

ら,試料の比重が測定される。また,液体の比重

も本器で測定できる。

文献：MaxKohl，３４６頁

6９



Ｖ水学－７

異種液体ノ粗密ヲ示ス器
比重計

比重計

－
１

１
１

１
１
１

lｌｏｌｌ

鯵 ぴ

Hydrometers

JiiiUii蕊iF｢ＩＭＩ餡!'ＵＩ墓IHF;imtRMH1m;jiii:11lilnll11liiiilii力学０４６，１１－５－１４３．

１箱，６本十寒暖計１本セット

箱のサイズ幅４３，奥行２０，高さ６ｃｍ

測定試料管径３５，長さ４０ｃｍ

１円７５銭

OGerhardt,Bon、

石川県自然史資料整備室
ゲＺ しこ

比重計６本が１セットとなり,測定試料用シリン

ダーも付いたものである。シリンダーに液`体試

料を入れ,比重計を挿入する。各比重計の目盛範

囲は異なり,試料により適当なものを選ぶ必要が

ある。

文献：｜島津理化学機器目録,４４頁

Ｖ水学－８

酒精準

アルコホールメートル

ゲーリューサック氏酒精計

AlcoholmeterafterGayLussac，

力学047,2-5-97.（破損廃棄）

１組，２本セット

箱幅４６，横幅５，高さ５ｃｍ

１２円

●■B＄ロ■日

アルコール飲料などアルコールを含む溶液の

アルコール濃度（度数）を測定するために

特別に作られた比重計である。純アルコール

を１００度として,純水を０度として,その間

を100等分した目盛である。２本で１セット

で,1つは０度から５０度まで,他は５０度か

ら１００度までの範囲で,％濃度の測定をする

ことができる。

文献：島津理化学機器目録,３９頁

ア
ル
コ
ホ
ー
ル
式
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１
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Ｖ水学－９

螺旋吸水器

螺旋吸水器

螺旋吸水器

ModelofArchimedianWaterScrew

fbrLiftingWater

力学051（破損廃棄）

１点

３円２５銭

水槽の中に,ラセン状のガラス管があり，これを

ハンドルで回転すると,管の内部を水が上昇し

て,上の水槽に水を汲み上げることができる。

ガラス管ではなく,径の大きい筒内に金属のラ

センを入れて,これを回転させて揚水するボン

勘
示
一
足

幅
尹
一
ガ

ノ
ノ
｜

ナ

ブもある。

文献：島津理化学機器目録,４８頁
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VＩ光学－１

光線反射試験器
返射壜験器

ミユーレル氏光線反射試験器

Mtiller,sRenectionApparatus
｢文部省交付物理機器」（鏡一組）
MountedMirror

光学001,21-4-20

1点

高さ８，幅３３，奥行２０ｃｍ

鏡縦３．５，横1.5cｍ

２円２５銭

石川県自然史資料壜整備室

光線の鏡による反射の定理を学ぶ教材-である。

半円板の中心を軸にして小鏡と指針を回転す
ることができ,円周に沿っての壁に度数目盛が

ある。０度の位置からの入射光線は鏡の回転
角の倍の角度の位置に反射･光線を観測する。
光の反射舅の法則「入射光線と,入射点に立てた

境界面の垂線と,反射薑光線とは同じ平面にあり，
入射薑角と反射壜角は同じ」を理解することがで

きる。「鏡一組」は本項と次項および「平面鏡

（３種）（光学002,003)，凹面鏡（光学005)，
凸面鏡（光学006）で構成されていた。

文献：飯盛物理学中篇９版，１０９頁

／

遜
射
瀧
播

VＩ光学－２

多像反射鏡
角度鏡

多像反射臺鏡,刻度台付

AngularMirrors
｢文部省交付物理機器」（鏡一組）
MountedMirror

光学004,27-3-197.

1点

幅２１，奥行11,高さ１３，台の厚さ２ｃｍ
鏡（欠損）

１円５０銭

石川県自然史資料.整備室

右写真の機器には反射薑鏡が失われている。
台板には回りに角度目盛が刻まれている。

半円の中心に２枚の鏡を図のように置くと，
鏡の間の角度により,鏡に映る虚像の数が
変化することを学び,その理由を理解する
教材である。

文献：島津理化学機器目録,１２４頁

ナ鏡
。－鐘

ヱ
ー
ゲ
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Ⅵ光学－３

三稜透鏡
三稜柱硝子イ，ロ

三稜鏡

Prism

MountedPrism

｢文部省交付物理機器」（台附三角硝子）（無色同）

光学０１０イ（破損破棄)，ロ１８－６－９０．

３点

奥行１２，幅１２，高さ２４ｃｍ

プリズム横９，断面一辺２．５ｃｍの三角形

１１円５０銭

石川県自然史資料.整備室
ごイノ，

i二言二
光線をプリズム(三稜鏡と呼んだ)にあてると,光線は

それぞれ波長により分散されて,スペクトルを示す。

この現象が,光線の波長と硝子プリズムでの屈折率の

違いでおきることを学ぶ実験機器である.

文献：島津理化学機器目録,128頁

VＩ光学－４

ニウトン氏七色版転台,七色版

白色及ビ補色ヲ験スル器色紙拾五個

－１－トン氏七色板,金属製回転台付

Newton,sColoredDisqwith7SpectrumOolores

withMetal-rotatingApparatus
｢文部省交付物理機器」

（レボルヴィングジスクアパラタス），（ジスクー組）

RevolvingDiskApparatus,ＳｅｔｏｆＤｉｓｋｓ

光学015,19-4-20，ろ647，い－CH-97・

各２点

奥行１９，幅２８，高さ４４，

色紙径１６，ブリー径２２ｃｍ

ニウトン氏七色版転台９円,七色版３円３０銭

石川県自然史資料整備室

写真のように円板に７色を塗り,高速で回転す

ると,色は消えて白色の輪として見える。また，

補色の関係の色一赤と緑一を交互に円板に塗

り，これを回転しても色は消える。白色および
その他の色はどのような光の混合により生成
するのかを実験する機器である。

文献：飯盛物理学中篇９版,２１７頁～

奔
ル
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Ⅵ光学－５

透鏡一組四筒一組二箇

小凹レンズ,小凸レンズ

凹凸レンズ

DoubleConcaveLens＆DoubleConvexLens

｢文部省交付物理機器」（透鏡一組）

CovexandConcaveMirrors

光学０１８，（019を含む）

２点

台径８，高さ19,レンズ径６ｃｍ

10円３０銭

石川県自然史資料壜整備室

鼈

写真左は凹レンズ,右は凸レンズであり，レン

ズの基礎的性質を学ぶための教材蘂である。

レンズ１個または組み合わせて像がどのよ

うに観察されるかを調べる。

文献：島津理化学機器目録,１２６頁

し】、／？Ｚ’ ４，

E3ゴ
レ

凸
ヤ
ー
ス

ｎ
Ｕ
Ｉ
Ｉ

."

え

皇

VＩ光学－６

活動車附画六枚

タウマトロープ狂画六枚

驚盤

Stroboscope,Zootrope
｢文部省交付物理機器」（ゾートロープ）

Zoetrope 鱗轍聯

#(卿鰔＄光学０２６（破損廃棄）

1点

（｢ストロボスコープ」のデータ）

高さ41,円筒径24,円筒高さ15,ｃｍ

画縦７，横７１ｃｍ

５円

金沢大学資料館蔵「心理学実験機器」

画像の例

奥‘

…
了
轌
ナ
：
；

糠一興犬遮

現存しない機器であるが，参考として「心理学実

験機器」のうち「ストロボスコープ」を挙げる。

右図のような金属製の円筒に縦長の細い窓が

１０数本あるもので,壁に画像を貼り付けて,円筒を

回転する。１つの窓を通して画像を観察すると，

像が動いているように見える。目の残像現象によ

り，このように見えるのである。この原理が映画，

テレビで用いられて,動く画像を見ることができる。

文献：Ernecke，130-132頁

7４
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Ⅵ光学－７

眼球模形

視学的眼目

眼球模型

ＭｏｄｅｌｏｆＥｙｅ
｢文部省交付物理機器」（眼雛形）

ＭｏｄｅｌｏｆＥｙｅ

光学０４３，６－６－２３０

１点

台座径１１，高さ２２，眼球径８５，レンズＬ８cｍ

６円

石川県自然史資料･整備室

眼球の模型であり,角膜脈絡膜網膜等の三層

および水晶体など内部の器官の様子を視覚的

に示すものである。眼球での光路と,網膜での

結像を説明するものである。

文献：島津理化学機器目録,１３５頁

憾的職②

テ

・這罰

鐵曇，

VＩ光学－８

光線屈曲試験器
屈折験器

ミューレル氏光線屈折試験器

MUller,sRefractionApparatus

光学008,20-4-20.

1点

奥行１６，幅３１，高さ９ｃｍ

スリット長さ４，幅０１ｃｍ

1円７０銭

石川県自然史資料整備室

縦長の窓

（スリット）

から光を入れる

Ｉ 属
縦
筋
愚

半円形の容器に水を入れて,直径線の中央部の

縦長の窓から,任意の方向に光線をいれる。水

面上の空気を通る光線と,水中を通る光線の進

行角度を測定すると,水による光線の屈折につ

いての法則を学ぶことができる。

文献：島津理化学機器目録,１１７頁
￣■
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Ⅵ光学－９

ブンゼン氏度光器
スペクトロスコープ

キルヒホフ。ブンゼン氏分光器

KirchhoffandBunsen'sSpectroscope

光学０１４，はＡＱ３，５５－４－２０３．

１点

OGerhardt,Bonn

OGerhardt,Bonn．

高さ２５，プリズム室径８．５，鏡筒径４．５，

鏡筒長さ：集光鏡筒１７，接眼鏡筒17,
ミクロメーター鏡筒８．５cｍ

３円５０銭

金沢大学資料館

KirchhoffとBunsenにより考案された分光器

であり,写真左は集光鏡筒で,ガスバーナーの焔

の光をスリットより内部に取り入れると,光は

中央のプリズムで分光されて,右の接眼鏡筒に

入り,スペクトル像が観察される。ミクロメー

ターからの光はプリズムで反射して,接眼鏡筒

に入り,波長目盛がスペクトル像の上に映される。

文献：Ganot，５８９頁

ﾉｹﾞｰ

ス
ペ
ゲ
／
、
ｒ
ロ
ズ
ゴ
ー
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VＩ光学－１０

顕微鏡
顕微鏡

顕微鏡

Microscope

光学０３１
光学０３０，Ｍ648,103-3-67．

光学031,102-3-67.

1点

高さ２２，鏡筒長さ１４ｃｍ

レンズ径：対物レンズ0.2

２５円

金沢大学資料館

接眼レンズ１ｃｍ

３°

顯
微
鏡低倍率の教育用顕微鏡である。最大倍率は約

120倍で花粉,植物細胞,カビ,プランクトンな

どを観察することができる。リッテルの「物

理日記」にすでに顕微鏡の原理が記載されて

いる。

文献：リッテル物理日記二編,巻七第１０１回

(収納箱のみが描かれている）
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本体VＩ光学-11

幻燈附透鏡二個
幻燈

幻燈器械

ProjectionApparatus

蝋

光学０４５

１点，画像１箱

奥行き１３．５，幅３５，高さ２３ｃｍ

レンズ挿入口径６ｃｍ

光源アルコールランプ：幅15,奥行11,

高さ１８，光源口８ｃｍ

スライド：縦８，横１０，円形図径７．５ｃｍ

（レンズは欠損）

２円

石川県自然史資料整備室

光源アルコールランプ

スライドプロジェクターである。光源はアル

コールランプを３本使用している。スライド

はガラス板に描いたカラー図を使用している。

物理学の実験のために光の強い光源がなく，い

ろいろと工夫していた。太陽光を外より鏡で

室内に導いて,光源としている機器もある。

水素ガスを燃やして光源としたものもあった。

ランプカバー

文献：教育品製造会社目録,２１５頁
スライドの一例

幻

燈
ｑ

P

(収納箱のみが描かれている）
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VⅡ電気及磁気学－１

猫皮，玻璃根，封蝋梶絹布毛布
ハルス管

猫毛皮,プリント硝子,封壜蝋,白絹,フラネル

ＳｋｉｎｏｆＣａｔ

｢文部省交付物理機器」（猫皮）

（フリクションシリンダル）

FrictionCylinder
静電００１（破損破棄）

ハルス管（｢図入目録｣）

石川県自然史資料整備室蔵「摩擦電気発生器」

のデータ

１セット（写真のようにセットとして摩擦電気

発生器とされている｡）

ガラス棒（玻璃梶）４本，エボナイト棒

（封壜蝋梶）５本，絹布２枚，

猫皮１点１円,玻璃梶２点１円２５銭，

封鬘蝋根絹布毛布１点８７銭

石川県自然史資料整備室

現存しない機器であるが参考として「摩擦電気

発生器」を挙げる。このセットは摩擦電気,静電

気の基本実験の道具である。

文献：飯盛物理学下篇８版,５５頁

／影
ス

塔

VⅡ電気及磁気学－２

ホルツ氏誘導起電機

ホルツ氏発電機

ホルツ氏発電機

Holtz，sSelf-ExcitinglnnuenceMachine
｢文部省交付物理機器」（ホルウ器械）

HoltzMachine

静電003（破損破棄）

１点

４５円

IIoltzにより考案されたもので,連続的な静電

誘導により,強力な電気を発生させる。２枚の

ガラス円板からなり,大きい方は絶縁した支柱

に固定されている。他方は少し小さい円板で

あり，特別な加工が施されている。これを３

ｍｍの間隔のところで回転するように構成さ

れている。この機器を３秒間に５回転して得

られる電流で水を３５／１０６ｍｇ/秒で電気分解で

きる。また,ボルタ電池並みの電流が得られる

ともいわれた。ただし,ガラス板の間の空気が

乾燥していることが重要であった。

文献：Ganot，７８８頁
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VⅡ電気及磁気学－３

絶縁机

絶縁台

絶縁机

InsulatedStand

｢文部省交付物理機器」（スツール）

InsulatingStool

jiYY:iliil
■Ｉ

－つ

､…嬢

一ｺﾞル

静電007

１点

前３５．５，横３５．５，高さ２０，上板厚さ２．５，

ガラス脚１３cｍ

５円５０銭

石川県自然史資料整備室

絶
露
参
堂

７

机の４本の脚部は硝子製であり,机と地面との

間を絶縁している。蓄電器などに蓄えた電気

を地上にアースする事無く,蓄えるために使用

された。

文献：島津理化学機器目録,１６９頁

VⅡ電気及磁気学－４

二重列田壜

列田壜

連合列田壜

SetofJars

｢文部省交付物理機器」（セツトヲフジヤルス）

SetofJars

！

￣

静電００８（破損破棄）

１点

静電０８０のデータ

ライデンビン１個，径15,高３５ｃｍ

ガラス瓶高２４，錫箔１５ｃｍ

木箱幅３８，奥行19,高２２ｃｍ内部錫箔貼り。

６円５０銭（静電008）

石川県自然史資料薑整備室（静電080）

現存しない機器であるが参考として同名の機器

（静電080）を挙げる。現存する写真の機器は

明治３０年頃に購入されたものである。ライデン

壜を並列・直列につなぐことにより，その蓄電容

量の変化を知ることができる。また,大量の静電

気を必要とする実験では,これに蓄電して電気を

供給することが可能である。

文献：飯盛物理学下篇８版,127～135頁

静電０８０の写真

９列
田

曇Ⅱ
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VⅡ電気及磁気学－５

ムーベーブルコーテングスジャル
分解壜

分離スベキ集電器

MovableCoatingJar
｢文部省交付物理機器｣(ムーヴエブルコーチングスジヤル）
MovableCoatingJar
静電010

１点

全高３５，径７．５，支持棒２０．５ｃｍ

印９皆：

FD斉呂円可鷺破＝E洵圀辱

忽や凸

鏑
イ．錫製筒径６．５，高'４５，集電極１５．５ｃｍ

口ガラス筒径６．５，長さ２０ｃｍ

八錫製外筒全長１９．５，径７．５，本体長14.5cｍ
３円７５銭

石川県自然史資料値整備室

3つの部分に分解できて,その構造を理解でき

るライデン壜の模型である。ガラス瓶の内と
外に薄い錫製筒を配した単純な構造であり,２
枚の錫板の間に静電気が蓄電されることを示

す機器である。写真上は分解したもの,右は組
み立てた機器である。

文献：飯盛物理学下篇１１版,１３３頁

／Ｄ

ｉｉ

分
綱
窺
賢

■

VⅡ電気及磁気学－６

電気鈴,壜台及鈴二筒
電気鐘イ，ロハ,二

電気鈴

E1ectricChimes

｢文部省交付物理機器」（スタンドエンドベルス）
ＳｔａｎｄａｎｄＢｅｌｌｓ

静電０１１

各1点

イ．電気鈴台幅２６，奥行１１．５，針金高さ４０，
鐘径７，錘１８cmの糸で吊るす。

壜径7.5,高さ15,蓋系６５，鐘６，球径Ｌ５ｃｍ
ｌ円５０銭

口壜台及鈴二箇台１６，高さ４２，鐘２個，
径５．６，ひも12,間隔９ｃｍ中心に錘を吊るす。
３円５０銭

石川県自然史資料整備室

写真左では上のカギから糸で金属球が鐘のあ

たりまで吊るされていた。右では同様に金
属球が鐘の間まで吊るされていた。起電機で

発電した電気をライデン壜に蓄電の後に本器

に送ると,鐘と金属球の反発と振り返しにより，
連続的に鐘を叩き音を発する。

文献：島津理化学機器目録,１７６頁

イ □

鱸

伊ﾛ
Ｌ '囑譽灘i艤騨

一
噌
氣
篝

震
．｝

葛＝ヨーニ

(ﾐﾆｰﾆﾉ
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VⅡ電気及磁気学－７

瓦斯小銃
ガス短銃

電砲,電気ピストル

ElectricCanon,E1ectricPistoL

fbrlgnitingGas
｢文部省交付物理機器」（ガスピストル）
GasPistol ＦＷノ

鼬

静電０１４

１点

木製，台座幅１９，奥行き10,高さ１２，

筒外径５，内径１２，長さ１０ｃｍ

１円

石川県自然史資料壜整備室
．／今

轡

が
孟
鑓
銃細い木製の筒の内部に水素と空気の混合気体

を詰めて,軽く栓（砲弾）をする。ライデン壜
から電気を送ると砲身内部で放電が起き,ガス

が発火して砲弾が飛ぶ。

文献：教育品製造会社目録,１５３頁

／
＝

VIＩ電気及磁気学－８

パウダルボム

ガス短銃

ﾄﾞﾄﾞ
ｶﾞt

ｉｉｉＭ１ＰｏｗｄｅｒＢｏｍｂ

｢文部省交付物理機器」（パウダルボルブ）
PｏｗｄｅｒＢｏｍｂ ［．

，！（
静電気０１４

１点

金属製，筒径３．５，長さ１０．２，横突起４５cｍ

２円

石川県自然史資料整備室

卒一

咄.

/事力゛
為Ｉ筒の内部に粉末と発火剤をつめて,右側の突起

と左側のカギ型の針金から電流を流して,発火

。爆発させて,内部の粉末を飛散したものと推
定される。そのためにPowderBombの名前

が付いている。

Ritchie社のSchoolApparatusのセットに含
まれていた。

文献：Ritchie,CatalogueofPhysicallnstruments

8］



VⅡ電気及磁気学－９

泄電叉

放電子イ，ロ

放電叉

Discharger,withGlassHandle
｢文部省交付-物理機器」

（ジヨインテツドジヤスチヤージヤル）

JointedDischarger

イ

□

【

|Ⅲjｌ

静電015

２点

イ．金属球径２．５，間隔２３，全長３５，

ガラス腕１５ｃｍ

ロ金属球２．５，間隔３２，全長34,

ガラス腕１２cｍ

７円７５銭

石川県自然史資料整備室 /宝尚放電
子

ライデン壜に蓄電した電気を放電させるため

に使用する。また,ライデン壜から,他の静電気

の実験器具に電気を送るためにも使用される。

高圧電気のために,ガラス製のハンドルが付い

ている。写真右は放電子の金属球の位置を変

えることができるものである。

文献：島津理化学機器目録,176頁

VⅡ電気及磁気学－１０

発光列田壜

電卯

電気卵

ElectricEggfbrDemonstratingtheElectric
PhenomenainVacuo

｢文部省交付物理機器」（ダイヤモンドジヤル）

ＤｉａｍｏｎｄＪａｒ

１

静電気０１６

１点

台座径１６，高さ６６，ガラス長球２９，径１３，

電極間隔１９，上部電極22.5,球２cｍ

４円

石川県自然史資料整備室

真空中での電気放電の実験機器である。ガラス

内を排気して,高真空にするために卵型とした

ためにこの名がある。下部から真空ポンプ（排

気機）により空気を除く。ライデン壜に蓄電し

た電気を上の金属球と台座で送り込むと,内部

の電極間で放電が起こり，アークが観察される。

文献：MaxKohl，８３０頁

』
睦二_二

篭
輔

屋＃瓜いⅡＹ殿
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VⅡ電気及磁気学－１１

螺旋状発光管

螺旋状発光管

蛇紋管

LuminatingIIhbe
｢文部省交付物理機器」（スパイラルチユーブ）

Spirallllbe

‘
jＭ

､《

‘

静電０１７

２点

台座径１３，高さ５９，ガラス管５３，径３，

上端球径２ｃｍ

１２円５０銭

石川県自然史資料整備室

《

／

傘 ﾉﾌﾞ

蔓
1大

菱
尤

管

聖

職
圏
ｈ＝

|ざ｜
滴

'ず.！

ガラス管内部に錫箔の小片を連続して螺旋状

に貼り付けたものである。ライデン壜より，

荷電すると,内部で錫箔に沿って放電が起き，

螺旋状にアークが飛ぶ。

文献：島津理化学機器目録,１７８頁

具
VⅡ電気及磁気学－１２

験電器

験電器イ，ロ

金箔験電器

GoldLeafElectroscope,withCondenser
｢文部省交付物理機器」（エレクトロスコープ）

Electroscope

静電０２１

１点

台座径１０，全高２２，壜高さ１５，径８，内部金属棒７

（先端に金箔２枚），上口金長さ３，径２．８，

３．４上に円板径６ｃｍ

１円

石川県自然史資料繧整備室

欝雫

之/,← 藷
￣

一》鄙尹〉蚕ＬＡ
□

本器は中央の電極に金箔を用いたもので,荷電

すると,箔は二方に拡がる。この事から,電気の

存在を検出することができる。静電気の基本

的な実験機器である。

文献：島津理化学機器目録,１６９頁

１１

画

〔ﾐニニウ
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VⅡ電気及磁気学－１３

電気匙

電気匙イ，ロ

｢文部省交付物理機器」（エセルスプーン）

EtherSpoon

静電０２２

２点

皿径７，腕長さ２１，木製棒１３ｃｍ

３円５０銭

石川県自然史資料.整備室 電
彙
匙

２２イ垣
鉄製の皿と鉄製腕,木製保持棒より構成してい

る。本器をカタログ,教科書で調査したが,記載
されていないために,詳細はわからない。

EtherSpoonから，この先端の皿に有機溶媒を

少量入れて,ライデン瓶からの電流を通じると

スパークを生じて発火することを観察したもの

と推定される。

文献：物理全志,第８巻,５３頁
＝＝＝ロ

VⅡ電気及磁気学－１４

絶縁柱

絶縁柱

電気の分布を示す器

ApparatustoShowDistributionofElectricity
｢文部省交付物理機器」

（インシユレーテツドサツポルト）

静電024，い－CH-23，い64132,
1点

台座径14,全高４４，銅球径大９．５，小２．５，
針１０cｍ

６円

石川県自然史資料壜整備室

●

ガラス製絶縁棒に支えられた中空の銅球と２個
の小球,針で構成されている。静電気を荷電して，
電気がどのように分布しているのかを,調べるた

めの機器である。検電器を近づけると,針の先端
や小球から放電が起きる。

文献：島津理化学機器目録,１７２頁

巍
露
柱

モーーーつ
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VⅡ電気及磁気学－１５

ハントルスフォルショックス

静電気放電感応試験器

激生電気ヲ験スル器

HandlesandWires

｢文部省交付物理機器」（ハンドルスエンドワイルス）
HandlesandWires

静電０３７

１点

台幅24,奥行１５，高４０，コイル径２５ｃｍ

３円

島津製作所製

石川県自然史資料整備室

本器は下図のように付属部品を配線して使用

する。一方のコイルはライデン瓶に接続して

荷電する。もう一方のコイルにはハンドルか

らの配線をつなぐ。荷電によりコイルに電流

が流れ,感応作用により相手側のコイルに電流

が生じ,ハンドルに触れると強いショックを受

ける。感応電流の実験の教材である。下図右

は「島津理化器械目録表」のものである。

文献：島津理化器械目録表

3７3７ 試
篭

藍

ｍ
ｎ

１ｌｉＫ

試
篭

藍

ｍ
ｎ

１ｌｉＫ

静
電
氣
菰
篭
慮
薩

静
電
氣
菰
篭
慮
薩

、
１
０

、
１
０ ガ

ハ

ガ

ハ
､､

VⅡ電気及磁気学－１６

ビスホールス弐ダズン

DancingBalls
PithBalls，ｔｗｏｄｏｚｅｎ

｢文部省交付物理機器」（ピスホールス弐ダズン）
DancingBalls（PithBalls，twodozen）

（本器は「引継目録」「図入目録」に

記載されていない｡）

ニワトコ（接骨木）の髄で作られた球である。

コルクより軽いために静電気による物理現

象を観察するために使用された。上図は硝

子筒の上下を金属板で被い,その中にニワト

コの球を数個入れる。これに静電気を金属

板から荷電すると,球は飛び上がり激しく運

動する。これは下の金属板が負に荷電する

と,球も負電荷となり,そのために上の金属板

に引き寄せられるからである。上で放電し

た球は下に落下する。下図は「電気球踊ノ

台」といわれ,２枚の電極の間にニワトコの

球を入れて荷電すると,球は電極の間を行き
来する。

文献：飯盛物理学下篇８版,８０頁

島津理化器械目録表

飯盛物理学下篇より

北
非

圷塵

と￣■宙

｢島津理化器械目録表」より
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VⅡ電気及磁気学－１７

電気テルリヤン

揮天儀（島津理化器械目録表）

Tellurian

｢文部省交付物理機器」（テルラリアン）

Electricalmellurian

1点

2円５０銭

＿Ｊｉｉｌｌ本器は「図入目録」には記載されていない。

「象限電気計」として飯盛「物理学」下篇８

版に記されている。電気の存在を示するため

に,紙片,振子,長髪人形,電気車,本器などを用い

て行っていた。本器に荷電すると振子部分が

跳ね上がることにより,荷電状態の強弱を知る

ことができる。下図はライデン壜に本器を設

置した例であり，ライデン壜の蓄電状態を示し

ている。

文献：飯盛物理学下篇８版,７８頁,111頁．
｢飯盛,物理学８版下篇」より

VⅡ電気及磁気学－１８

ザシオット氏カスケード

ガシオット氏爆布

ガシオット氏カスケード

GassiofsCascade

｢文部省交付物理機器」（カスケード）

GassiofsCascade
唇Ｆ

陪贈ｔ

！静電０６５

１点

ガラス鐘18,高２１，上口高さ７ｃｍ

真楡製電極２３cm，真楡製受器径８，高さ６cｍ

２円５０銭

石川県自然史資料整備室

蕊

写真の機器は登録番号から買替えられたもの

と推定される（表４参照)。

本機器は真空中での放電を観察するものであ

る。上の写真の真楡製受器を排気機の受け皿

に固定して,下図に記されているように錫箔で

覆ったガラスカップをその上に置く。ガラス

鐘を被せて,内部の空気を排気する。これに荷

電したライデン壜より電気を流すと,ガラス鐘

の内部で上の金属球とカップの間で爆布のよ

うな美麗な放電が観察される。

文献：島津理化学機器目録,１７８頁
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VⅡ電気及磁気学－１９

長形磁錬

磁石竿イ，ロ

磁石棒

PermanentMagnets,ZweiMagnetstable
｢文部省交付物理機器」（バールマグネト）

ＢａｒＭａｇｎｅｔ

磁気００１（破損破棄)，

右写真は磁気012，い－ＣＬ－Ｌである。

以下のデータはこれによる。

２点

５円５０銭

FerdinandErnecke,Berlin・

長さ４０，幅３，厚さ０．８ｃｍ

金沢大学資料館
#薗懲一

ん

2本の棒磁石を組み合わせると強い力が得ら

れる事を示す実験ができる。両端に付けた軟

鉄片はkeepersと呼ばれ,これにより磁力の

低下を防ぐことができる。

磁石の基礎的性質を学ぶ教材である。

文献：Ernecke，２０６頁

VⅡ電気及磁気学－２０

Ｕ字形磁銭

馬蹄形磁石イ，ロハ

蹄形磁石

HorseShoeMagnets
｢文部省交付物理機器」（Ｕマグネト及輪）

UMagnetandWheel

h白劃

､ｂ

匙磁気００２

２点

外枠幅５０，奥行２０，高さ４８，

磁石左から長さ２０，幅３，横幅７，

中,長さ２６，１幅２，横幅７．８，

右,長さ２３，幅２．５，横幅6.8cｍ

４円

石川県自然史資料壜整備室

磁石の性質,各種の金属片と磁石との作用など

を学ぶための教材壜である。

文献：MaxKohl，７８５頁

8７



VⅡ電気及磁気学－２１

磁針

磁石鍼イ，□

磁針

MagneticNeedlewithStand
｢文部省交付物理機器」（針及台）
ＮｅｅｄｌｅａｎｄＳｔａｎｄ

Ｔ

磁気007

１点

磁針２，台座径４５，高さ１０ｃｍ

１円５０銭

石川県自然史資料壜整備室

ソ

7孵雪磁針は地磁気のために,地球の磁極の方向に針

を指すことから,方位を知る手がかりとして用
いられてきた。また,磁石の性質を学ぶための
基礎的教材でもある。

文献：島津理化学機器目録,１６３頁

鍼

VⅡ電気及磁気学－２２

馬蹄状電磁銭

馬蹄形電気磁石イ，□

蹄形電磁石

HorseShoeElectromagnet
｢文部省交付物理機器」（エレクトロマグネト）
ElectroMagnet

流電００１

２点

イ．長さ１２．５，コイル８．５，径３，磁石径Ｌ６，
間隔３ｃｍ

□．長さ１４５，コイル９．５，径２．８，磁石径２．１，
間隔３ｃｍ

金属輪径６ｃｍ

アマチユアー長さ４，径２．５，幅８cｍ
３円２０銭

石川県自然史資料整備室

／
八

：
５
０
１

馬
蹄
満
一
電
』
一
暴
議
沼

ビア

軟鉄製鉄心が馬蹄形をした電磁石であり，その
性質を学ぶための教材である。磁石に吸い付
ける鉄（アマチュアー）にリングが付けられ，
これを引いて磁力の強さを実感した。

文献：島津理化学機器目録,２１０頁
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VⅡ電気及磁気学－２３

回転電磁鏡

電気磁石回転器

電磁回転器

Ritchie，sTop
E1ectricMoter

｢文部省交付物理機器」

（レポルヴイングマグネト）

RevolvingMagnet

Ｔ

蝋
ｒ
鰐
蝋
懸
一

蜜＄

流電002,35-3-290,い64170，

い－m－１９４．

１点

台座径１３，全高３０，磁石長さ２５，幅１４，

横幅７．４，回転子４，軸の長さ１９ｃｍ

８円

石川県自然史資料薑整備室

電
氣
繍
遙
廻
騨
篇
箇

直流電気モーターの簡単な模型である。本器

でモーターの回転する原理を学ぶ教材である。

文献：島津理化学機器目録,２１６頁

VⅡ電気及磁気学－２４

伝信機模形,伝信機鍵,伝信機銅線※
電信雛形イ，ロ

モールス氏電信機模型

ModelofMorse'sElectrotelegraph
｢文部省交付物理機器」（電信器雛形）

IblegraphModel

流電003，い－CH-l95，２－３－５５附

伝信機模形２点,伝信機鍵1点,伝信機銅線１組

受信機幅２Ｌ５，奥行１０，高さ１４ｃｍ

電鍵幅12.5,奥行８，高さ５ｃｍ

電信機１６円，電鍵１円，

金沢大学資料館

１１i・蟇モールスの書記式電信機の簡単な模型である。

電鍵,受信機,電池を配線すれば,簡単な実験
ができる。電鍵を打つ時間の長短により，－，

．の記号が受信機のテープに記録され,通信

内容が読み取られる。

文献：Ganot,９３８頁

※｢電信器雛形」には「伝信機模形,伝信機鍵,伝信機銅線,伝信機鐘」が含まれている。

8９



VⅡ電気及磁気学－２５

伝信機鐘

電信鈴

電鈴

ElectricBelLwithWoodenBox
｢文部省交付壜物理機器」（電信器雛形)＊

TelegraphModel

流電００７，３－３－５２．

１点

幅18,奥行11,高さ１４，鐘径８，

コイル径３，長さ４．５ｃｍ

３０円

石川県自然史資料整備室 ７霞
循

鈴
電鈴模型であり,電磁石の働きにより,ベルが鳴

る原理を学習するものである。電池とスイッチ

とを組合せば使用可能である。

文献：島津理化学機器目録,２１２頁

＊本機器は「電信器雛形」に含まれていた。

VⅡ電気及磁気学－２６

水分析器

水分析器イ，ロ

水の分析器

ApparatusfbrElectrolysisofWateｒ
｢文部省交付物理機器」（デコンポーシングセル）

DecolnposingCell

イ □

iii
Ｉ

流電０１３，３－４－１０，４－４－１０．

２点

イ．台座径１６，高さ２０，ガラス容器深さ３，

径１２５，試験管径１５，長さ１７ｃｍ

口台座径８，高さ２４，水槽径１１，深さ８，

試験管径１５，長さ１７cｍ

５円３０銭

石川県自然史資料整備室

隅」

比

鞠

Ｋ／ｱイワ電流による化学作用の代表として,水の電気分

解が挙げられる。ガラス容器中に二枚の白金

電極を置き,それぞれに試験管を逆さにしてた

て,その中に少量の硫酸を加えた水を入れる。

これに直流電流を流すと,水は電気分解して,陽

極側には酸素ガスが,陰極側には水素ガスが発

生する。その容積比は水素：酸素＝か１であ

る。この結果から,水分子は水素２原子と酸素

1原子よりなることが明らかになった。

文献：飯盛物理学下篇８版,１７７頁～

プ

』
国
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VⅡ電気及磁気学－２７

湿電計

ガルワノメートル

検流計

Galvanoscope
｢文部省交付物理機器」（ガルヴアノメートル）
Galvanometer

蕊
》
灘
鐡
蝋

！
Ⅱ

鵠

勺何

iｌＩ

凶竺毎･田ゆHnF冊目、

１世

郵貼.'-,…痔､PJ叩坐…i､山刮｡.咳～｣暉凶
１，叩Ｈ副Au1.T…!

流電016,105-1-232.

1点

台幅１３．５，奥行１３，高さ９，

ケース径９．５，高さ６，コイル横７，幅２ｃｍ

磁針（欠損）

３円４０銭

石川県自然史資料整備室

記載順から,引継目録｢湿電計｣が文部省交付

「ガルバノメートル」に対薑応すると思われる

（表３参照)。

本器は正接電流計（TangentGalvanometer）

ガ
ル
ワ
ノ
メ
阿
叫
炉
乳

′‘

塞藝錘
本器は正接電流計（TangentGalvanometer)であ
り,一つのコイルと磁針からなる簡単な構造をして

いる。コイルに通じる電流の強さにより磁針が振

れる。この振れを回りにある目盛から読むことに

より,電流の強さを知ることができる。

文献：教育品製造会社目録,168頁

VⅡ電気及磁気学－２８

コントラクチングヘリックス

螺旋線

電気点火器,伸縮螺旋

OontractingHelix

(RogefsSpiralfbrAttractionofrectified
ParallelCurrent）

｢文部省交付物理機器」（コントラクチングヘリツクス）

ContractingHelix

流電０２３，い64195,36-6-207，い－CH－１３２．

１点

１幅２４，奥行１０，高さ１９，螺旋径３，長さ１３ｃｍ

ガラスカップ径４cｍ

５円５０銭

石川県自然史資料整備室

「凸】塁

鯏零旋
線

本器のガラスカップの底に電極があり,通電する

と上の螺旋状の線輪の先端との間で放電が起き

る。このカップに可燃液体を入れて,通電すると

放電による焔により,液体は発火する。電気のス

パークによる発火の現象を観察する機器である。

文献：教育品製造会社目録,１８３頁

9１



VⅡ電気及磁気学－２９

ブンゼン氏電池
ブンゼン電池

ブンゼン電池

Bunsen'ｓＣｅｌｌ

｢文部省交付物理機器」（バンセンスバッテリー）
Bunsen,sBattery

鐘

lil
｢H9浬：Bupi訂lnYInIl ｜

…
ｌｉｌｉ

ｌＭ
■､ふ

流電０２４（破損廃棄）

４点

（カタログ値：径11,高さ１５ｃｍ）
９円

罫十F．

炭素棒を陽極として,硝酸溶液,硫酸溶液を介し
て,金属亜鉛を陰極とする電池である。

Ｃ（＋)：６６％ＨＮＯ３：８０％Ｈ２ＳＯ４:Ｚｎ(－）

電極反応：Ｚｎ→Zn2+＋２e’２Ｈ+＋２e→Ｈ２
Ｈ２＋２ＨＮＯ３→2ＮＯ２＋２Ｈ２０

起電力は約２ボルトである。使用後の復極作
用が早いのが特徴である。硝酸は内部の素焼き容器
に,硫酸は磁器容器に入れて電池を構成している。

文献：教育品製造会社目録,１５８頁

２`くう岸

露
ワ
ン
こ
ど
彊
池

１
１

VⅡ電気及磁気学－３０

発光尖点

電気炭光器

電気燈

LuminousEffbcts，

｢文部省交付物理機器」（リユミナスポインツ）
LuminousPoints

流電025,34-6-207，い－CH-153

１点

台間口18,奥行１２，高さ２５ｃｍ

炭素棒支持棒長さ上１８，下１２ｃｍ
反射薑鏡径１４cｍ

３円

石川県自然史資料整備室

２

電
桑
山
一
侠
尤
恒
舂

炭素棒を上下の支柱に取り付け,尖った先端を

接近した状態に固定する。これに電池より大
電流を流すと炭素棒間にアークが飛び,強い白

色弧光（アーク光）を発する。これをボルタニ

ーアークとも呼び,強い人工光線源として顕微鏡，
灯台,広場,船舶での照明として用いられた。

文献：飯盛物理学下篇８版,１７５頁
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VⅡ電気及び磁気－３１

重へリツクス

ソレノイド

ダブルヘリックス

DoubleHelix

｢文部省交付物理機器」（ダツブルヘリセス）
DoubleHelices

流電０３５，１１－３－２６，教養い64192

１点

台幅３３，奥行２０，高４０ｃｍ

コイル径８，長さ１６cｍ

８円５０銭

石川県自然史資料.整備室

左図は「島津理化器械目録表」の

「電蔓」の図である。本器に電流

を通じると，もう一つのコイルに

感応電流が生じることを知る。コ

イルを自由に回転できるようにつ

るして電流を流せば,そこに生じ

た磁気により磁針のように回転し

て方位を示す等のコイルの性質を

学ぶ基礎的な機器である。

文献：島津理化器械目録表

､／
レ

ノ

イ
ド

夕ヨ

VⅡ電気及磁気学－３２

ラムスデン氏誘導起電機

発電器

ラムスデン氏発電機

Ramsden，sFrictionalElectricalMachine

(PlateElectricMachine）

ガラス円板ゴム板

放電

静電００２（破損破棄）

２点

４５円

ゴム板ではさまれたガラス円板を回転すると，

摩擦電気が発生して,ガラス円板は＋に,ゴム板

は－に帯電する。－電気はアースにより地中

へ送る。＋電気はガラス円板より金属ブラシ

で集電して,２本の導体（太い横棒）に入る。

それを繋いだ金属棒にある放電子に指を近づ

けると,強い放電が起きる。

摩擦により誘導電気が発生することを学習す

る教材である。

文献：Ganot，７８１頁

・
ｐ
７

ｚ邸母 婆
電
率
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VⅡ電気及磁気学－３３

列田壜

列田壜イ，ロハ,二

列田壜

LeydenJar

１
園~￣Ｈ

静電００９

１点（2個あり）

右：壜高さ２０，径８．５，錫箔１３．５，金属帯幅２，

蓋,径１０，外カギ長さ１０．５，金属球径大Ｌ８，

小１，内部針金１４，鎖１３ｃｍ

左：壜高さ２３，底径11,口径９，錫箔

蓋，径１０，外棒７，玉径２．４，内部針金１３．５，

鎖９cｍ

２円

石川県自然史資料整備室
；'１ｱイ ロハニ

ライデン大学の物理学者の発案により作られ

たために,この名前がある。硝子壜の内部,外部

に導体として錫箔を貼ったもので,箔の間に蓄

電する。起電機や摩擦による電気をライデン

壜に蓄電して,これよりの放電される電気を実

験に使用した。

文献：島津理化学機器目録,１７５頁

VⅡ電気及磁気学－３４

長髪人形

長髪人形

長髪偶

FigureHeadwithHair,ｏｎｓｔａｎｄ

静電０１２

１点

体幅１１，高さ１０，奥行５．５，顔縦６，横５，

髪の毛８ｃｍ

１円

石川県自然史資料壜整備室

△､l郡7J仰jhI､

二一／

長
凄
交
人
形

起電機やエボナイト棒ガラス棒での摩擦電気

を人形の髪の毛に当てると,毛は立ち上がる。

髪の毛がそれぞれに帯電して,反発するからで

ある。

静電気の性質を調べる実験教材である。

文献：教育品製造会社目録,１５３頁 蝋鬮麹!録''Ｉ
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VⅡ電気及磁気学－３５

電気振子

電気振子

電気振子

ElectricPendulum

静電０１３

１点

台座径７，ガラス棒支柱２８．５，

上端より２０ｃｍに錘

５０銭

石川県自然史資料整備室

▲左写真のものはガラス棒のカギより,絹糸で金

属小球を吊るして使用する。ガラス棒は電気の

絶縁のために使用されている。ライデン壜より

金属小球を正に荷電して,これに負または正に荷

電した物体を近づけると,金属小球は振り子の様

に揺れる。このことから本器は電気振子と呼ば

れた。振子の振動のようすから,電力の距離につ

いての定則を実験するための機器である。

文献：飯盛物理学下篇８版,８９頁

'了

VⅡ電気及磁気学－３６

金葉験電器
金箔験電器

金箔験電器

GoldLeafElectroscope

静電０３１（破損破棄）

２点

７円５０銭

石川県自然史資料鑑整備室
Ⅱ

金箔検電器であり，内部にコンデンサーがあり，

上部にマイカ板がある。もう一つのマイカ板

に静電気を帯電して後に,この検電器に移すよ

うになっている。－側は内部のコンデンサーに

導かれ,正に荷電した金箔と負に荷電したコンデ

ンサーの金属球の間での作用により,箔が開く

ことにより,静電気を検出する。

文献：MaxKohl，８００頁

３１

＝＝

３１

＝＝

公
一
詣
鶚
電
愚

公
一
詣
鶚
電
愚
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VⅡ電気及磁気学－３７

アムペーヤ法則試験器
アンペル氏装置

エルステッド氏試験器

Oersted,sApparatusfbrtheDenactionof

theMagneticNeedlebytheElectric
Current

ilL
し

流電009，い－CH-129，い64156.

1点

台座径14,高さ２４，ターミナル間２７．５と３１，
磁針１０．５，銅棒間隔４cｍ

３円９０銭

石川県自然史資料壜整備室

ゾア
ン

エルステッドにより,静止している磁針の上の

針金に電流を通じると,磁針は向きを変えるこ

とが発見された。更にアンペールらにより,電

流の流れる方向と磁針の動く方向の関係が調
べられ,電流の磁気作用が明らかとなった。本

器は,これらの事柄を実験する機器である。

文献：島津理化学機器目録,２１０頁

VⅡ電気及磁気学－３８

ダエール氏電池
ダニール電池

ダニエル電池
DanielrsCell

陽極
陰極

流電022（破損破棄）

９点

（カタログ値：径１１，高さ１５ｃｍ）
９円

ダニエル電池は銅電極（＋）：硫酸銅溶液：硫酸

亜鉛溶液：亜鉛電極（－）よりなる電池であり，
二つ溶液は素焼き容器で仕切っている。起電力
は約１１ボルトである。

Ｃｕ(+)：CuSO4：ZnSO4：Ｚｎ(－）

基礎電極反応は

陰極：Ｚｎ→Ｚｎ2条＋２ｅ

陽極：Ｃｌf+＋２e→Ｃｕ

である。磁器の容器に入れている。

文献：教育品製造会社目録,１５８頁

蜜

ル
一

電
F1己

F1
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V１１電気及磁気学－３９

伝話機

電話機イ，ロ

受話器，送話器

TelephoneRecievers,withTerminals

受話器

｡
■⑪TelephoneMicrophone

送話器流電005,5-5-57．

流電００６，７－３－５７．

１組（005のデータ）

径６，長さ１８，コイル部分５，

コイル径２．５，鉄心１，振動板径５ｃｍ

１０円３０銭

石川県自然史資料饅整備室

電話機の受話器と送話器であり，電話機

の説明・実験に使用したものである。

流電００５は受話機，流電００６は送話器
‘‘

一
電
詫
磯

一
電
詫
磯」ダル

iii;』
霧痙蝿

魁
譲
鐵

である。

文献：島津理化学機器目録,２１３頁
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編集後記

先の調査で,旧第四高等学校物理機器の中には明治２０年以前に購入されたと推定される機器

が多数あることが明らかとなり,前身校である石川県専門学校の物理機器を「引継目録」を中心

とした調査を行うこととなった。また,関係した文献を調査していたところ,明治１１年(1878）

に文部省が全国の師範学校に物理機器の交付を行っていたことを知った。その「交付物理機器

目録」と「引継目録」の比較から,重要な事柄の発見となった。石川県中学師範学校もこの物理

機器の交付の対象校であったこと,そしてその機器が多数現存することである｡これは全国で初

めての発見となった。

今回の調査で明治１１年１０月４曰の明治天皇の北陸巡幸で石川県中学師範学校を訪れた際に

ホイトニーの指導のもとに行われた物理実験の内容とその使用機器が127年ぶりに明らかとな

り,電源電池を除いて使用された機器が現存していることは興味深い事柄である｡これらの機器

が長い年月に渉って多くの学生の教育に使用され,新しい人材の育成に役立っていたことも重

要な事柄である｡時の政府は我が国の近代化と先進国への仲間入りを目指して,多くの教育改革

を行った。この機器交付もその一環であると見られる。その中にはいろいろな混乱もあったが，

結果的に短い年月で科学技術の進歩を果たして先進国への仲間入りを果たした。明治の教育は

西欧からの輸入書籍の原語での使用とその翻訳書で始まった。化学のガラス製実験機器や薬品

類も多くのものを輸入品に頼っていた。物理機器の製造は外国機器の模造から始まっていた。

オランダ人医師ＥＪ・ASluysが明治４年(1871)に電磁気学の講義を我が国で初めて金沢医

学館で行った｡その７年後に文部省より物理機器が交付されて,全国の師範学校で物理教育が実

験機器を用いて行われるようになった。その３年後(明治１４年)には,理学の専門教育が石川県

専門学校で始まった。このような急速な時の流れの中に本図録に集録･記載した物理機器があ

ったことを忘れることはできない。127年前に文部省より交付された５９点を含む物理機器が本

学に保存されていたことは,これらを使用して物理学の講義をされ,またこれらの保存に尽力さ

れた多くの先輩の方々の努力によるものとして，深く敬意を捧げずにはいられない。

物理機器の数え方は，「文部省交付物理機器目録」と「引継目録」では異なっている。例えば，

電信機雛形では,前者では１組として扱っているが,後者では電鍵,受信機,電信機導線とそれぞ

れ別に数えている。また，「物理機械図入目録」では類似した機器を組として扱っているものも

ある。その結果,集計値はどの計数方法をとるかにより変わり,記載に正確さを欠くこととなっ

た。集計値は「およその値」として見た方が良いものもある。また,機器の資料の不足から,例

えば「電気匙」では,機器の正確な解説ができないものもある。このような事情から,やむを得

ず至らぬ図録となったところがある｡その点をご配慮の上でご覧いただきお気づきの点があれ

ばお教え願えれば幸いである。

今回の作業も,本学資料館館長笠井純一教授はじめ,在田則子氏,田嶋万希子氏らのご協力の

もとに行うことができたことに謝辞を贈るものである。

平成１７年１月

板垣英治
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